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埼経協ニュース393号

平
成
二
八
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月

十
二
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
各
界
の
ご
来
賓
の
方
々
並
び

に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
三
〇
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

第
一
部
は
、
上
條
会
長
の
開
会
挨
拶

に
は
じ
ま
り
、
続
い
て
、
ご
来
賓
を
代

表
し
て
、
田
畑
一
雄
厚

生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

長
、
小
林
直
哉
連
合
埼

玉
会
長
の
二
氏
か
ら
祝

辞
を
頂
戴
し
た
。

次
に
来
賓
紹
介
、
定

足
数
確
認
後
、
上
條
会

長
が
議
長
と
な
り
、
審

議
が
進
め
ら
れ
、
平
成

二
七
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
平
成
二
八

年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
、
副
会
長
・
常
務

理
事
の
選
任
な
ど
、
以

下
の
議
案
す
べ
て
が
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
平
成
二
七
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
七
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
二
八
年
度
事
業
計
画

四
�
平
成
二
八
年
度
収
支
予
算

五
�
理
事
の
選
任

六
�
副
会
長
・
常
務
理
事
の
選
任

続
い
て
、
上
條
会
長
か
ら
以
下
の
七

名
の
新
規
会
員
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

方
々
に
対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。

・
池
田
一
義
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長
）

・
加
藤
喜
久
雄
氏
（
㈱
武
蔵
野
銀
行
取

締
役
頭
取
）

・
栗
田
美
和
子
氏
（
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム

デ
リ
カ
代
表
取
締
役
社
長
）

・
満
岡
隆
一
氏
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
取
締
役

兼
専
務
執
行
役
員
）

・
髙
橋
行
憲
氏
（
㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
特

別
顧
問
）

・
藤
池
一
誠
氏
（
㈱
デ
サ
ン
代
表
取
締

役
社
長
）

・
杉
田
幸
男
氏
（
杉
田
電
線
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）

・
近
藤
栄
治
氏
（
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
北
関
東
・
信
越
支
店
長
）

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’16 月号

日本経団連 埼玉

新
任
理
事
・
副
会
長
に
石
井
進
氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）、
小
髙
富
士
夫
氏
（
む
さ
し
証
券
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）、
常
務
理
事
に
廣
澤
健
一
氏
（
本
会
事
務
局
長
）

の
三
氏
を
選
任
。
二
七
年
度
決
算
報
告
、
二
八
年
度
事
業

計
画
等
全
議
案
を
承
認

―
平
成
二
八
年
度
定
時
総
会

特
別
講
演

ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
㈱
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

出
口
治
明
氏
が
「
人
生
を
面
白
く
す
る

本
物
の
教
養
」
と
題
し
て
講
演

新任理事に選任された（左から）
石井氏・小髙氏・廣澤氏

6・7

平成28年度定時総会

議事を進行する上條会長

講演する出口治明氏
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な
お
、
所
用
に
よ
り
総
会
を
欠
席
さ

れ
た
岩
﨑
英
治
氏
（
㈱
グ
レ
ー
ト
フ
ル

代
表
取
締
役
）
に
も
後
日
、
感
謝
状
を

ご
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
第
一

部
を
終
了
し
た
。

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
無
類
の
読

書
家
と
し
て
有
名
な
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生

命
保
険
㈱
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

出
口
治
明
氏
よ
り
「
人
生
を
面
白
く
す

る

本
物
の
教
養
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
た
。

講
演
は
「
人
・
本
・
旅
」
よ
り
得
ら

れ
た
知
識
を
活
か
し
て
、
自
ら
の
頭
で

考
え
抜
く
こ
と
が
本
物
の
教
養
で
あ
り
、

よ
り
よ
い
人
生
・
日
本
を
実
現
す
る
た

め
に
は
本
物
の
教
養
を
武
器
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
、
と
て
も
有
意
義
な
講
演

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
第
三
部
の

懇
親
会
に
移
っ
た
。

懇
親
会
は
吉
野
寛
治
副
会
長
の
開
宴

挨
拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
岩
﨑
康
夫
埼

玉
県
副
知
事
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市

長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
江

利
川
毅
埼
玉
県
立
大
学
理
事
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
懇
親
の
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
し
て
、
会
員
同
士
の
懇
親
が
大
い
に

図
ら
れ
、
増
田
文
治
副
会
長
の
閉
宴
の

挨
拶
で
懇
親
会
は
終
了
し
た
。

上上
條條
会会
長長
開開
会会
挨挨
拶拶

会
長
の
上
條
で
ご
ざ
い
ま
す
。

熊
本
を
中
心
と
し
た
連
続
し
た
大
地

震
が
発
生
し
、
早
く
も
ほ
ぼ
一
か
月
が

経
た
ん
と
し
て
い
ま
す
。
未
曾
有
の
地

震
の
爪
あ
と
は
テ
レ
ビ
を
通
し
て
見
る

だ
け
で
大
変
悲
惨
で
あ
り
、
ま
だ
復
旧

に
は
程
遠
い
状
態
と
思
い
ま
す
。
一
日

も
早
く
落
ち
着
い
た
生
活
に
戻
る
こ
と

を
お
祈
り
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
会

も
甚
だ
小
額
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
埼

玉
県
が
開
設
し
た
口
座
に
二
〇
万
円
の

義
捐
金
を
拠
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
、
冒
頭
ご
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

さ
て
、
本
日
は
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
業
務
ご
多
忙
の
中
、
ご

出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
名
簿
に
ご

ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
公
私
と
も
大
変
ご

多
忙
の
中
、
官
界
、
経
済
界
、
労
働
界
、

そ
し
て
教
育
界
よ
り
多
数
の
ご
来
賓
の

皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
日
頃

よ
り
の
皆
様
方
の
ご
厚
誼
に
対
し
ま
し

て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

私
は
、
昨
年
の
定
時
総
会
で
会
長
に

選
出
さ
れ
、
早
一
年
が
経
過
い
た
し
ま

す
。
こ
の
間
、
後
ほ
ど
、
議
案
の
中
で

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
が
、
多
く
の
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支

援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
高
い
席

か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
改
め
て
深

甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
足
元
の
経
済
情
勢
で
す
が
、

毎
回
あ
ま
り
改
善
の
話
が
出
来
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
景
気
の

も
た
つ
き
が
感
じ
ら
れ
、
企
業
収
益
も
、

中
国
か
ら
波
及
す
る
ア
ジ
ア
新
興
国
の

景
気
不
振
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
資
源
価
格

の
低
迷
や
急
激
な
円
高
の
進
行
も
あ
り
、

十
六
年
三
月
通
期
は
、
四
年
ぶ
り
の
減

益
と
な
る
可
能
性
も
出
て
き
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
一
―
三
月
期
の
実
質
経
済

成
長
率
も
、
う
る
う
年
の
日
数
効
果
を

除
け
ば
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
の
見
方
が

支
配
的
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
経
済
情
勢
下
で
今

後
の
企
業
成
長
を
考
え
る
と
い
う
視
点

で
二
点
ほ
ど
私
見
を
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
四
〇
年
間
の
銀

行
員
生
活
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
企
業
に
出
会
っ
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
、
人
口
減

少
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
国
内
マ
ー
ケ

ッ
ト
規
模
が
縮
小
し
、
国
外
で
は
新
興

目

次
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の
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回
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研
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会
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回
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会
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回
ウ
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マ
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ス
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委
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会

十
三
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研
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会
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�
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一
回
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業
ビ
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ス
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埼
玉
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会
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六
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回
グ
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ー
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ル
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会
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六
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埼
玉
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業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会

十
七

�
平
成
二
八
年
度
労
働
法
実
務
講
座
十
七

�
若
手
社
員
育
成
研
修

十
八

�
青
年
経
営
者
部
会
平
成
二
八
年
度
総
会

十
九

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

二
〇

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

二
一

�
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

二
二
〜
二
四

�
埼
玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

二
五

�
企
業
経
営
動
向
調
査
・
特
別
調
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二
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〜
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員
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三
一
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ン
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イ
ン
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労
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法
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規
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二

�
埼
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の
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三
四

�
事
業
だ
よ
り
、
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
こ

と
を
！
広
告

三
五

�
会
員
の
動
き

三
六

新
副
会
長
・
常
務
理
事
の
ご
紹
介

石
井
進
副
会
長

小
髙
富
士
夫
副
会
長

廣
澤
健
一
常
務
理
事
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国
企
業
が
台
頭
し
、
内
外
で
競
争
は
激

化
し
、
ま
さ
に
、
従
来
と
は
次
元
の
異

な
る
経
営
環
境
が
到
来
し
て
お
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
事
業
展
開
を
図
っ
て
い

く
か
、
と
て
も
悩
ま
し
い
状
況
が
長
く

続
い
て
お
り
、
こ
の
先
の
見
通
し
の
不

透
明
感
も
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営

者
自
ら
が
、
こ
れ
ま
で
と
切
り
口
を
変

え
た
新
た
な
視
点
や
発
想
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
見
直
し
て
み
る
時
が
到
来
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
企
業
に
と
っ
て
重
要
な

顧
客
創
造
と
は
？
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
み
ま
す
と
、
一
般
的
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
顧
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
顧
客
デ

ー
タ
の
分
析
を
精
緻
化
し
て
的
に
当
て

る
確
率
を
高
め
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に

目
が
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、
ま
さ
に
、
事
業
の
多
角
化
を

目
指
し
、
違
っ
た
切
り
口
で
顧
客
を
捉

え
直
し
て
み
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
西
部
劇
な
ど
に
出
て
き
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
と
き

に
は
、「
金
の
採
掘
」
目
当
て
に
、
全

米
か
ら
一
〇
万
人
も
の
人
が
一
攫
千
金

を
狙
っ
て
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
集
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
別
の
金
脈
を

見
つ
け
事
業
の
大
成
功
を
遂
げ
た
人
た

ち
が
い
ま
し
た
。
一
人
は
、
金
を
掘
り

に
来
た
人
た
ち
に
丈
夫
な
作
業
着
を
売

っ
て
大
儲
け
を
し
た
、
リ
ー
バ
イ
・
ス

ト
ラ
ウ
ス
で
す
。
ジ
ー
ン
ズ
で
世
界
一

の
会
社
と
な
っ
た
リ
ー
バ
イ
ス
の
創
業

者
で
す
。

ま
た
、
金
を
採
掘
し
た
人
が
、
お
金

を
安
全
に
保
管
し
、
東
海
岸
に
持
っ
て

帰
る
た
め
に
、
安
全
確
実
な
送
金
・
輸

送
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
乗
り
出
し
た
の
は

ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ェ
ル
ズ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

フ
ァ
ー
ゴ
で
す
。
そ
れ
が
、
い
ま
で
は

米
国
最
大
級
の
リ
テ
ー
ル
銀
行
に
成
長

し
た
「
ウ
エ
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ゴ
」
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。
本
当
の
金
鉱
脈
を
見
つ

け
る
こ
と
は
、
非
常
に
確
率
が
低
く
、

競
争
が
激
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
視
点

を
変
え
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
変
え
て
大
成

功
し
た
事
例
で
す
。

日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
事
例
が
あ
り

ま
す
。
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
。
日
本
経
済
の
高
度
成
長
を
終
焉
さ

せ
た
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
当
時
、

日
本
は
年
率
三
〇
％
を
超
え
る
狂
乱
物

価
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
大
変
な
状
況

に
陥
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下

に
、
い
ま
や
、
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
二
つ
の
ビ
ジ

ネ
ス
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
い
ち
早
く
嗅
ぎ

取
っ
た
も
の
で
す
。

一
つ
は
、
一
九
七
四
年
に
東
京
、
豊

洲
に
第
一
号
店
を
開
店
し
た
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ

は
、
一
九
七
五
年
に
商
業
貨
物
運
送
を

や
め
、
個
人
向
け
の
小
口
配
送
に
全
面

転
換
し
た
ヤ
マ
ト
運
輸
で
す
。

今
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
変

革
の
時
代
だ
と
い
わ
れ
て
久
し
い
訳
で

す
が
、
な
か
な
か
形
に
な
ら
な
い
。
今

こ
そ
、
視
点
を
変
え
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

変
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

ヒ
ン
ト
や
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
点
目
は
、
こ
う
し
た
変
化
の
時
代

の
経
営
者
の
取
り
組
み
に
不
可
欠
な
人

材
の
必
要
性
に
つ
い
て
で
す
。

一
九
六
九
年
一
月
、
朝
日
新
聞
に
ソ

ニ
ー
が
出
し
た
求
人
広
告
が
当
時
大
変

な
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。「『
出
る
杭
』

を
求
む
―
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
は
人
を
生
か
す
」

と
い
う
�
伝
説
的
な
�
求
人
広
告
で
し

た
。
そ
の
広
告
の
中
に
は
、
次
の
よ
う

な
文
章
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

『
積
極
的
に
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る

人
は
「
や
り
す
ぎ
る
」
と
叩
か
れ
た
り
、

足
を
引
っ
張
ら
れ
た
り
す
る
風
潮
が
あ

り
ま
す
。
い
い
ア
イ
デ
ア
を
育
て
る
人

は
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。
反
対
に
ダ
メ

だ
ダ
メ
だ
と
理
屈
を
つ
け
て
、
そ
れ
を

壊
す
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
ソ
ニ
ー
を
つ
く
っ
た
と
き
か

ら
、
逆
に
そ
う
い
う
�
出
る
杭
�
を
集

め
て
や
っ
て
き
ま
し
た
』
と
。
こ
の
出

る
杭
を
求
む
と
い
う
社
風
が
そ
の
後
、

他
の
家
電
メ
ー
カ
ー
と
は
一
味
違
っ
た

ソ
ニ
ー
の
成
長
を
支
え
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
最
近
の

ソ
ニ
ー
は
皆
さ
ん
の
ご
存
じ
の
と
お
り

で
す
が
。

し
ば
ら
く
前
に
、
周
り
の
空
気
が
読

め
な
い
人
材
、「
Ｋ
Ｙ
人
材
」
と
い
う

言
葉
が
は
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
困
っ

た
も
の
で
す
が
、
変
化
の
時
代
に
は
、

既
存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
リ
ス
ク

が
あ
っ
て
も
積
極
的
に
挑
戦
す
る
、
あ

る
意
味
で
空
気
を
読
ま
ず
、
自
分
の
信

念
に
従
い
、
積
極
的
に
出
る
杭
に
な
る

「
新
Ｋ
Ｙ
人
材
」、
良
い
意
味
で
の�
変

わ
り
者
�
が
必
要
な
時
期
に
き
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

採
用
担
当
者
は
安
全
パ
イ
重
視
で
す

か
ら
、「
変
わ
り
者
」
は
入
り
口
で
ア

ウ
ト
で
す
。
経
営
者
の
目
が
必
要
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
敢
え
て
�
変
わ
り
者
�

を
採
用
し
、
そ
の
尖
っ
た
と
こ
ろ
を
育

て
生
か
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
確
か
に
、

「
人
と
違
う
」
こ
と
は
、
勇
気
の
い
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、「
変
わ
っ
て
る

ね
え
」
は
、
い
つ
か
き
っ
と
「
凄
い
ね

え
」
に
変
わ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
先
を

読
む
経
営
者
の
眼
を
も
っ
て
�
新
Ｋ
Ｙ

人
材
�
を
採
用
、
育
成
し
て
い
け
ば
面

白
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

縷
々
勝
手
な
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
本
会
の
今
年
度
、
将
来
を
展
望
い

た
し
ま
す
と
、
運
営
基
盤
の
拡
充
、
機

能
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど
、

運
営
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
課
題
解
決
の
た
め
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
に
対
し
、

引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
日
は
、
定
時
総
会
終
了
後
、

「
人
生
を
面
白
く
す
る

本
物
の
教
養
」

と
い
う
演
題
で
、
い
ま
話
題
の
経
営
者

の
お
一
人
で
あ
り
ま
す
、
ラ
イ
フ
ネ
ッ

ト
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
出
口
治
明
（
で
ぐ
ち

は
る
あ
き
）
様
に
よ
る
注
目
の
講
演
や

懇
親
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
時
間
の
許

す
限
り
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
事
業
の
ご

繁
栄
と
、
本
日
ご
臨
席
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

開会挨拶する上條正仁会長
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2288
年年
度度
定定
時時
総総
会会

アア
ルル
ババ
ムム

来
賓
祝
辞

田
畑
一
雄

厚
生
労

働
省
埼
玉
労
働
局
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

岩
田
一
男
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

満
岡
隆
一
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

小
林
直
哉

連
合
埼

玉
会
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

加
藤
喜
久
雄
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

高
橋
行
憲
氏（
左
）

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た

組
織
拡
大
協
力
会
員
の
方
々

監
査
報
告
す
る

中
込
監
事

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

栗
原
美
和
子
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

澤
田
憲
治
氏（
左
）

定
時
総
会
会
場
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懇談風景

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

杉
田
幸
男
氏（
左
）

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る

近
藤
栄
治
氏（
左
）

講
演
会

講
演
す
る
出
口
治
明
氏

藤
池
誠
治
副
会
長

に
よ
る
謝
辞

懇
親
会

開
宴
挨
拶

吉
野
寛
治
副
会
長

懇
親
会

来
賓
祝
辞

岩
﨑
康
夫
埼
玉
県
副
知
事

懇
親
会

来
賓
祝
辞

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

懇
親
会

乾
杯
挨
拶

江
利
川
毅
埼
玉
県
立
大
学
理
事
長

懇
親
会

閉
宴
挨
拶

増
田
文
治
副
会
長
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▽
埼
玉
県
副
知
事

岩
﨑
康
夫

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

《
講
師
》

▽
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

出
口
治
明

《
国
関
係
》

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

川
瀬

透

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
次
長

寺
田
早
苗

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

財
務
広
報
相
談
室
長

櫻
井
雅
和

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
次
長

高
橋
一
夫

▽
厚
生
労
働
省

埼
玉
労
働
局
長

田
畑
一
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

坂
田
善
廣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
調
整
官

新
井
孝
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
課
長

小
久
保

勉

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
課
長

中
島
俊
広

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
長

布
川
裕
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
環
境
改
善
・
均
等
推
進
監
理
官

小
林
雅
彦

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
長

神
戸

崇

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

監
督
課
長

子
安
成
人

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

賃
金
室
長

野
中
信
孝

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

健
康
安
全
課
長

布
施
武
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
災
補
償
課
長

東
條
比
呂
司

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

平
川
雅
浩

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
課
長

進
藤
容
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
対
策
課
長

森
田
哲
也

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

地
方
訓
練
受
講
者
支
援
室
長

渋
沢
修
一

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

需
給
調
整
事
業
課
長

倉
林
正
彰

▽
日
本
銀
行

調
査
統
計
局
調
査
主
幹
・
埼
玉
県
経
済
総
括

土
田

浩

▽
日
本
銀
行

調
査
統
計
局
調
査
主
幹
・
埼
玉
県
経
済
総
括

清
水
雅
之

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
課
長

田
村
慎
一

▽
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

援
護
班
長

下
村
孝
史

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

主
任
調
査
員

藤
井
春
彦

▽
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構

理
数
学
習
推
進
部
才
能
育
成
グ
ル
ー
プ

副
調
査
役

落
合

圭

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
部
長

立
川
吉
朗

▽
産
業
労
働
部

参
事
兼
副
部
長

渡
辺

充

▽
産
業
労
働
部

雇
用
労
働
局
長

江
森
光
芳

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

渡
邉

哲

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

増
田
文
之

▽
産
業
労
働
部

先
端
産
業
課
長

高
橋
利
男

▽
産
業
労
働
部

観
光
課
副
課
長

高
梨
光
美

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

山
野
隆
子

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

三
宅
瑞
絵

▽
産
業
労
働
部

シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課
長

野
尻
一
敏

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

犬
飼
典
久

▽
産
業
労
働
部

産
業
人
材
育
成
課
長

吉
田
雄
一

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
村
雅
範

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
埼
玉
県
議
会

副
事
務
局
長

下
田
正
幸

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

小
池
要
子

▽
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
長

影
沢
政
司

▽
企
画
財
政
部

計
画
調
整
課

政
策
幹

堀
口
幸
生

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

部
長

古
川
治
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

副
部
長

渡
邉

亮

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
長

羽
田
邦
弘

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課教

育
指
導
幹

浅
海
純
一

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹

上
松
寿
明

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

堀
口
利
樹

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
査

野
沢
英
則

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

坂
本
順
一

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

寺
田
貢
紀

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

県
立
学
校
人
事
課

課
長

小
島
克
也

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人
事
課

学
校
・
人
事
評
価
幹

加
藤
秀
明

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
県
立
学
校
人
事
課学

校
管
理
幹

高
岡

豊

▽
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

武
内
道
郎

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

小
寺
智
子

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

加
藤
和
男

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

柳
沢
幸
一

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

小
島
敏
男

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会業

務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長

加
藤
哲
之

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
長

佐
伯
鋼
兵

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

利
根
忠
博

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

加
藤
喜
久
雄

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

織
田
秀
明

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

業
務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長

吉
田
幸
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

監
事

江
田
元
之

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

事
務
局
長

新
井

嘉

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所

所
長

齋
藤
明
男

▽
埼
玉
県
生
産
性
本
部

会
長

山
田
吉
隆

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

堀
口
雅
彦

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

埼
玉
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

所
長

松
山
玲
子

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

神
山
哲
雄

《
経
済
界
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
副
社
長
兼
執
行
役
員

岩
田
一
男

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行執

行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

前
田
哲
哉

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行執

行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

醍
醐
尚
人

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

山
嵜
浩
一

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼
公
共
法
人
部
担
当

浅
香
哲
也

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

広
川
正
則

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

持
田
光
司

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

鈴
木
俊
太
郎

▽
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

神
山

透

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

小
山
和
也

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

常
務
取
締
役

長
堀
和
正

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

貝
沼

勤

▽
㈱
武
蔵
野
銀
行

本
店
営
業
部
長

齊
藤
政
春

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

佐
藤
勇
一

▽
埼
玉
大
学

理
工
学
研
究
科
長

堀
尾
健
一
郎

▽
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科

研
究
科
長

伊
藤

修

▽
埼
玉
大
学

経
済
学
部
経
済
学
部
長

柳
澤
哲
哉

▽
埼
玉
大
学

人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
（
経
済
学
部
副
学
部
長
）
田
口
博
之

▽
埼
玉
大
学

研
究
協
力
部
長

亀
山
輝
男

▽
埼
玉
大
学

参
事
役

星
野
雅
志

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

松
岡
浩
司

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
副
機
構
長
、
理
工
学
研
究
科
教
授

綿
貫
啓
一

▽
埼
玉
大
学

研
究
機
構
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

産
学
官
連
携
推
進
部
門
長

小
林
裕
一

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

長
谷
川
真
一

▽
埼
玉
県
立
大
学

理
事
長

江
利
川
毅

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

副
局
長

秋
葉
豊
二

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部

本
部
長

宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

永
田
信
雄

《
報
道
関
係
》

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
経
済
部
長

友
清

創

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
経
済
部
記
者

三
宅
芳
樹

▽
㈱
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
経
済
部
記
者

小
林
哲
伸

▽
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉

取
締
役
総
務
局
長

小
嶋
一
晃

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

深
沢

潔

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

川
瀬

治

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

岩
﨑
俊
彦

▽
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽GreatPlace
to
W
ork

Ⓡ
Institute

Japan

代
表

岡
元
利
奈
子

▽GreatPlace
to
W
ork

Ⓡ
Institute

Japan

副
代
表

平
田
英
司

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

ごご
来来
賓賓

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご来賓の方々
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科学の甲子園は全国の科学好きな高校生が集い、競い合い活躍できる場の構

築を通じ、科学好きの裾野を広げるとともにトップ層を伸ばすことを目的とし

て毎年開催しており、その県予選となる『第６回科学の甲子園埼玉県大会』が

１０月２９日（土）に開催されます。これに伴い今回も県大会から全国大会を通じて

ご協賛いただける企業を募集いたします。

是非とも本趣旨にご賛同を賜り、積極的なご応募をお願いいたします。

科学の甲子園
を応援しよう！（埼玉県大会・全国大会）

科科学学のの甲甲子子園園
をを応応援援ししよようう！！（（埼埼玉玉県県大大会会・・全全国国大大会会））

協賛企業を募集！協協賛賛企企業業をを募募集集！！
第6回科学の甲子園大会協賛金

協賛金10万円／一社

協賛内容
●全国大会の協力企業となると…
�全国大会参加生徒向け記念品の制作費等
�JST（国立研究開発法人科学技術振興機構）の
ホームページで企業名をご紹介

�全国大会記者説明会での企業名のご紹介（29年2月予定）
�全国大会会場のサイン（ロゴ）の掲出
�全国大会会場配布資料への企業名記載

●県大会の応援企業となると…
�県大会当日の表彰プレゼンテーターとして登壇い
ただきます

�県大会開会式および閉会式会場にサイン（ロゴ）
掲出いたします

�県大会広報資料に企業名記載
�サイン（ロゴ）の提供

ご案内
●埼玉県大会と全国大会の詳細は、次ページをご覧ください。
「第6回科学の甲子園全国大会 参加校一覧および協賛企業一覧」を掲載！

申し込み方法
■協賛申込先 （一社）埼玉県経営者協会

次ページの参加申込書に必要事項をご記入の上、（一社）埼玉県経営者協会宛に FAXで
10月13日（木）までにお申し込みください。

■協 賛 先 国立研究開発法人科学技術振興機構 科学の甲子園全国大会 事務局

協賛金の振込等の諸手続きは、申し込み後別途本会よりご連絡いたします。

埼玉県のマスコット
「コバトン」
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科科学学のの甲甲子子園園 埼埼玉玉県県大大会会
『第6回科学の甲子園埼玉県大会』は、埼玉県内国立、公立、私立の高等学校の生徒が科学技術・理科・
数学の力を競う競技会です。埼玉県大会の優勝校は全国大会に出場します。科学の甲子園は、日本中から
科学好きな高校生が一堂に集い、競い合います。第1回大会の優勝校は埼玉県立浦和高等学校です。

■期日 平成28年10月29日（土）
■場所 埼玉県立総合教育センター 10 : 00より

特別講演
「ぼくはミドリムシで地球を救うことに決めました」

講師紹介

株式会社ユーグレナ
代表取締役社長 出雲 充 氏

●プロフィール
1976年生まれ。広島県出身。駒場東邦高校から東京大学
農学部へ進学。大学卒業後、2002年に東京三菱銀行に入行。
2005年8月に株式会社ユーグレナを創業、同社代表取締役
社長に就任。同年12月微細藻類ユーグレナ（和名：ミドリ
ムシ）の食用屋外大量培養に世界で初めて成功。米スタン
フォード大学『アジア太平洋学生起業家会議』日本代表
（2000年）、米バブソン大学『プライス・バブソン』修了
（2004年）、内閣官房知的財産戦略本部『知的財産による
競争力強化・国際標準化 専門調査会』委員（2010年）等
を務めた。
現在、人と地球の健康のため、ミドリムシの大量培養技

術を基に、機能性食品や化粧品の開発・販売のほか、二酸
化炭素固定化、水質浄化やバイオ燃料の生産に向けた研究
を行なっている。
著書に『僕はミドリムシで世界を救うことに決めまし

た。』（ダイヤモンド社）がある。

主 催 彩の国 埼玉県教育委員会

問い合わせ 埼玉県 教育局県立学校部 高校教育指導課
理科教育担当 TEL：048－830－6625

『科学の甲子園埼玉県大会』概要
1．開催日程
平成28年10月29日㈯
集合・点呼 9：30～10：00
開 会 行 事 10：00～10：30
筆 記 競 技 10：40～11：40
休憩・昼食 11：50～12：40
説明・点呼 12：40～12：50
実 技 競 技 12：50～14：50
講 演 15：00～16：10
結果・表彰 16：20～16：40

2．県予選出場チーム
1校単位で編成された6名で構成

3．競技の種類
筆記競技と実技競技からなる。
①筆記競技（60分）
数学・物理・科学・生物・地学・
情報より出題
②実技競技（120分）�

総合得点1位のチームは、茨城県つ
くば市で開催される全国大会に出場。
（平成29年3月17日㈮～20日㈪）

（一社）埼玉県経営者協会 宛（FAX 048－641－0924）
『第6回科学の甲子園』協賛参加申込書

＠

会社名

住所

ご担当者所属・氏名・TEL

連絡先メールアドレス

開催案内

埼玉県のマスコット
「コバトン」平成27年度県大会の様子

第
６
回

― 8 ―



「第６回科学の甲子園全国大会」の応援企業も合わせて協賛となります。

第5回協働パートナー一覧
（協賛企業・応援企業合わせて50音順）
協賛企業・応援企業・団体

旭化成株式会社
アジレント・テクノロジー株式会社
インテル株式会社
株式会社内田洋行
AGS株式会社
株式会社学研ホールディングス
ケニス株式会社
株式会社講談社（Rikejo）
一般社団法人埼玉県経営者協会
株式会社埼玉りそな銀行
三州製菓株式会社
サントリーホールディングス株式会社
CIEE（ETS TOEFL）
株式会社島津製作所／株式会社島津理化
株式会社常陽銀行
株式会社タムロン
株式会社筑波銀行
帝人株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社ナリカ
公益社団法人日本理科教育振興協会
公益財団法人日本発明振興協会
パナソニック株式会社
株式会社日立製作所
ブリタニカ・ジャパン株式会社
株式会社武蔵野銀行
株式会社ヤガミ
株式会社 UL Japan
和光純薬工業株式会社

県内企業は 色付き

No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学ののののののののののののののののののののの甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば）））））））））））））））））））））
第6回全国大会（平成28年度）
日時：平成29年3月17日㈮～20日㈪
場所：つくば国際会議場、つくばカピオ（茨城県つくば市）
主 催 国立研究開発法人科学技術振興機構

「科学の甲子園」とは、科学・数
学好きな高校生が集う全国規模の科
学コンテストで、今年度で6回目と
なります。
野球の甲子園のように、全国47都

道府県で選ばれた高等学校（相当）
の代表生徒6～8名（高校1、2年
生）がチームとなって、全国大会に
臨みます。都道府県での選考は各教
育委員会の実施となります。
全国大会では、学校対抗で、科学

技術・理科・数学等の複数分野にお
ける筆記・実技競技を行い、チーム
での総合点を競います。
優勝チームには、文部科学大臣賞

と米国サイエンスオリンピアドへの
特別参加権が与えられます。

優 勝 海陽中等教育学校チーム（愛知県）
第2位 栄光学園高等学校チーム（神奈川県）
第3位 岐阜県立岐阜高等学校チーム（岐阜県）

第5回全国大会（平成27年度）
日時：平成28年3月18日㈮～21日㈪
場所：つくば国際会議場、つくばカピオ（茨城県つくば市）
参加：47校、365名 報道件数：502件（都道府県選考関連含む）

実
施
競
技 実技競技①

「納豆菌のDNAを捕獲せよ！」
実技競技②

「7回表裏（風船の物理）」
実技競技③

「届け！光のメッセージ」
実技特別競技「ゆっくり、
正確に着地するパラシュート」

第
５
回
全
国
大
会
出
場
校
一
覧

出場チーム
洛星高等学校
大阪府立北野高等学校
兵庫県尼崎稲園高等学校
西大和学園高等学校
智辯学園和歌山高等学校
鳥取県立鳥取西高等学校
島根県立松江北高等学校
岡山白陵高等学校
広島学院高等学校
山口県立徳山高等学校
徳島市立高等学校
香川県立丸亀高等学校
愛媛県立松山東高等学校
高知学芸高等学校
久留米大学附設高等学校
佐賀県立唐津東高等学校
星雲高等学校
熊本県立玉名高等学校
大分県立大分上野丘高等学校
宮崎県立宮崎西高等学校
ラ・サール高等学校
沖縄県立那覇国際高等学校
・黒部市立高志野中学校・富山市立新庄中学校
・高岡市立五位中学校
・富山大学人間発達科学部付属中学校

【各都道府県の代表選考】1，179チーム・8，261名が参加

都道・県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県
ジュニア
大会優勝
チーム

番号
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７

４８

出場チーム
北海道札幌開成高等学校
青森県立八戸高等学校
岩手県立盛岡第三高等学校
宮城県仙台二華高等学校
秋田県立秋田高等学校
山形県立米沢興譲館高等学校
福島県立安積高等学校
茨城県立並木中等教育学校
栃木県立宇都宮高等学校
群馬県立高崎女子高等学校
開智高等学校
渋谷教育学園幕張高等学校
東京都立小石川中等教育学校
栄光学園高等学校
新潟県立新潟高等学校
富山県立富山中部高等学校
石川県立金沢泉丘高等学校
福井県立藤島高等学校
山梨県立吉田高等学校
長野県屋代高等学校
岐阜県立岐阜高等学校
静岡県立磐田南高等学校
海陽中等教育学校
三重県立桑名高等学校
滋賀県立膳所高等学校

都道・県
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県

番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５平成27年度第5回全国大会の様子
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平
成
二
八
年
度
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「『
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド（
Ｂ
Ｓ
Ｃ
）実
践

研
修
』
〜
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
理
解
し
活
用
し
て
み
る
」

と
題
し
て
、
株
式
会
社
Ｅ
Ｃ
Ｏ
経
営
企
画
室
代

表
取
締
役
中
川
健
治
氏
が
講
演

戦
国
時
代
―
。
日
本
史
上
最
も
過
酷

な
時
代
に
、
武
将
た
ち
は
何
を
考
え
、

ど
う
行
動
し
た
の
か
？
時
に
一
瞬
の
迷

い
が
一
家
滅
亡
を
招
き
、
時
に
果
敢
な

決
断
が
家
運
の
隆
盛
に
つ
な
が
る
。

六
月
二
八
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度
第

三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
年
十
二

月
の
平
成
二
七
年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
で
『
戦
国
武
将
の
選
択
、
い

ま
決
め
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
』
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
多
く

の
参
加
者
を
魅
了
し
た
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
教
授

本
郷
和
人
氏
に
再
び
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
歴
史
に
学
ぶ
�
戦
国

武
将
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
�『
戦
国
武
将

の
選
択
〜
生
き
る
か
死
ぬ
か

究
極
の

選
択
』
と
題
し
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
五

八
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
と

い
う
天
下
分
け
目
の
決
戦
を
中
心
に
、

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

で
お
な
じ
み
の
真
田
家
を
は
じ
め
と
す

る
、
生
き
残
り
を
か
け
た
戦
国
武
将
た

ち
の
明
暗
を
解
き
明
か
し
、
堅
苦
し
く

な
り
が
ち
な
歴
史
研
究
の
最
前
線
を
わ

か
り
や
す
く
、
そ
し
て
面
白
く
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
（
Ｂ
Ｓ

Ｃ
）
は
戦
略
経
営
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、「
財
務
の
視

点
」「
顧
客
の
視
点
」「
内
部
プ
ロ
セ
ス

の
視
点
」「
人
材
と
変
革
の
視
点
」
の

四
つ
の
視
点
を
関
連
付
け
、
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
偏
っ
た
経
営
判

断
を
防
ぎ
、
多
面
的
な
指
標
で
業
績
を

計
画
・
評
価
・
管
理
す
る
こ
と
で
、
企

業
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
効
果
的
に
推

進
す
る
「
戦
略
推
進
ツ
ー
ル
」
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
活
用
は
大
企
業
・

自
治
体
に
限
定
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
本
会
会
員
に
も
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
理
解

し
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
二
八
年
度
第
一
回
特
別
セ

ミ
ナ
ー
を
、
五
月
三
十
日
㈪
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「『
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
（
Ｂ
Ｓ

Ｃ
）
実
践
研
修
』
〜
Ｂ
Ｓ
Ｃ
を
理
解
し

活
用
し
て
み
る
〜
」
と
題
し
て
開
催
、

十
九
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
は
、
プ
ラ
イ
ス

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ズ
で
Ｂ

Ｓ
Ｃ
で
の
改
革
推
進
等
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
実
績
を
有
し
、
内
閣
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ

補
佐
官
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
株
式
会

社
Ｅ
Ｃ
Ｏ
経
営
企
画
室
代
表
取
締
役
中

川
健
治
氏
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九
時
三
〇
分
よ
り
十

六
時
三
〇
分
ま
で
の
終
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
開
催
、
午
前
は
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
概
要
に

つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
の
ち
に
、

平
成
二
八
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

歴
史
に
学
ぶ
�
戦
国
武
将
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
�

『
戦
国
武
将
の
選
択
〜
生
き
る
か
死
ぬ
か
究
極

の
選
択
』
〜
通
説
か
ら
最
新
研
究
ま
で
気
鋭
の

歴
史
家
が
徹
底
解
説
〜
と
題
し
て
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
教
授
本
郷
和
人
氏
が
講
演

活発なグループ討議

本郷和人氏

中川健治講師

第3回トップセミナー

豊臣政権短期崩壊の理由を質す質問も
出された

第1回特別セミナー
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平
成
二
八
年
度
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
な
ぜ
、
あ
の
企
業
の
�
顧
客
満
足
�
は
す
ご
い

の
か
？
〜
あ
な
た
が
サ
ー
ビ
ス
・
製
品
を
選
ぶ

本
当
の
理
由
』
と
題
し
て
㈱
武
田
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
ス
代
表
武
田
哲
男
氏
が
講
演

午
後
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
実
践
演
習
を
行
い
、

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
企
業
の

課
題
抽
出
、
課
題
解
決
の
た
め
の
戦
略

Ｍ
Ａ
Ｐ
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（key

perform
-

ance
Indicator

）
の
策
定
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
の
策
定
な
ど
の
事
例
演
習
を
行

い
、
そ
の
後
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
検
討
結

果
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

情
報
技
術
、
と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
と
い
う
点

で
経
済
、
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
が
、
一
方
で
、
採
算
無
視
の
低
価
格

競
争
を
招
き
、
企
業
を
疲
弊
さ
せ
ま
し

た
。
結
果
、
製
品
品
質
が
低
下
し
、
Ｃ

Ｓ
（
顧
客
満
足
）
と
は
相
反
す
る
行
動

を
と
る
企
業
が
増
加
し
、
今
ま
で
主
流

だ
っ
た
「
直
接
的
」
な
人
と
人
の
関
係

は
「
間
接
的
」
な
文
字
や
画
像
に
よ
る

交
流
に
と
っ
て
か
わ
り
、
事
務
的
、
機

械
的
で
無
機
質
な
関
係
性
へ
と
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
六
月
二

一
日
㈫
開
催
の
平
成
二
八
年
度
第
二
回

特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
・
Ｃ

Ｓ
分
野
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
企
業

規
模
・
業
種
・
業
態
を
問
わ
ず
、
多
く

の
企
業
活
動
に
参
加
さ
れ
て
き
た
、
株

式
会
社
武
田
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

ス
代
表

武
田
哲
男
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
な
ぜ
、
あ
の
企
業
の
�
顧

客
満
足
�
は
す
ご
い
の
か
？
〜
あ
な
た

が
サ
ー
ビ
ス
・
製
品
を
選
ぶ
本
当
の
理

由
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
武
田
氏
か
ら
は
、
三
〇

年
以
上
研
究
し
て
き
た
顧
客
の
「
不
満

足
度
調
査
」
か
ら
得
た
活
動
の
成
果
を

踏
ま
え
、
業
種
・
業
界
を
超
え
た
成
功

事
例
か
ら
商
売
の
本
質
に
迫
っ
た
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
二
時
か
ら
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
し
、
三
七
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は「
普
及
」↓「
選
択
」

↓
「
成
熟
」
↓
「
飽
和
」
の
時
代
を

経
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
等
に
よ
り
、
現
在

は
各
市
場
と
も
に
市
場
規
模
は
「
縮

小
」
を
続
け
て
い
る
。

・
製
品
は
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
さ
れ
、
世

界
規
模
で
同
質
・
同
類
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
低
価
格
競
争
に
拍
車
が

か
か
っ
て
い
る
。

・
本
来
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
「
知
恵
と

工
夫
と
技
術
力
」
に
よ
る
べ
き
だ
が
、

安
易
な
値
引
き
合
戦
に
よ
り
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
品
質
低
下
を
招
い
て
い

る
例
も
多
く
、
結
果
的
に
ミ
ス
や
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
、
企
業
の
信
頼
を

失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

・
下
手
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
、
不
祥
事

等
に
よ
り
却
っ
て
巨
大
な
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
を
招
く
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
よ

り
も
、
顧
客
が
心
の
底
で
何
を
求
め

て
い
る
の
か「
潜
在
ニ
ー
ズ
」を
探
る

と
同
時
に
、
従
業
員
の
人
間
力
を
高

め
て
高
付
加
価
値
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
、
Ｃ
Ｓ
に
つ
な
が
る
。

・
顧
客
の
「
満
足
」
を
知
る
だ
け
で
は

潜
在
ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
顧
客
の
「
不
満
」
の
中
に

こ
そ
、
顧
客
が
真
に
求
め
て
い
る
ニ

ー
ズ
が
潜
ん
で
い
る
。

・
顧
客
の
不
満
は
通
常
四
％
程
度
し
か

顕
在
化
し
な
い
。
そ
の
た
め
、「
不

満
足
度
調
査
」
を
実
施
し
て
顧
客
の

不
満
や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
、

経
営
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
、
顧

客
の
潜
在
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
Ｃ
Ｓ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
顧
客
の
理
解
な
し
に
は
、
顧
客
に
満

足
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
流
の
お
も
て
な
し
を
は
じ
め
、

高
付
加
価
値
の
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
よ
る
顧
客
の
満
足
を
創
造
す

る
こ
と
が
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
顧
客
継
続
率
向
上
、
ひ
い
て
は

業
績
好
調
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

▲▼各グループの検討結果発表▼

第2回特別セミナー講演する武田哲男氏

質問も出された
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第
二
回
産
業
技
術
総
合
研
究
所
視
察
会

『
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
を
視
察

そ
し
て

産
学
官
連
携
の
機
会
に
つ
な
げ
る
』
を
テ
ー
マ

に
産
業
技
術
総
合
研
究
所
を
視
察
〜
研
究
ユ
ニ

ッ
ト
視
察
と
産
学
官
連
携
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

平
成
二
八
年
度
第
一
回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

「
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
の
現
状
と
今
後
の
対
応
」

等
を
テ
ー
マ
に
開
催

日
本
経
済
が
力
強
い
発
展
を
続
け
る

た
め
に
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
企

業
を
は
じ
め
日
本
全
体
の
国
際
競
争
力

の
向
上
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

政
府
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
国
民
生

活
の
実
現
の
た
め
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
政
策
を
推
進
し
て
お
り
、
新

産
業
の
創
出
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
等
を
図
り
、
単
な
る
技
術
革

新
で
な
い
経
済
社
会
の
変
革
を
も
た
ら

す
革
新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
最
先
端
を
い

く
、
国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術

総
合
研
究
所
は
、
多
様
な
分
野
の
研
究

を
行
う
我
が
国
最
大
の
公
的
研
究
機
関

で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、
生
命

工
学
、
情
報
・
人
間
工
学
、
材
料
・
化

学
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
製
造
、
計

量
標
準
、
地
質
調
査
の
七
領
域
に
お
い

て
、
グ
リ
ー
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の
研
究

開
発
を
行
い
、
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
五
月
二
四
日
㈫
、
昨
年
に

続
い
て
、
第
二
回
産
業
技
術
総
合
研
究

所
視
察
会
を
開
催
、
十
六
名
の
方
々
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
会
の
上
條
正
仁
会
長
に

よ
る
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
産
総

研

長
山
隆
久
氏
よ
り
、
産
業
技
術
総

合
研
究
所
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
の
後
、産
総
研
人
口
知
能
研

究
セ
ン
タ
ー
の
村
川
正
宏
氏
及
び
岩
田

敏
彰
氏
か
ら
、
人
工
知
能
研
究
の
現
状

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
後
、
産

総
研
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部

関

高
史
氏
よ
り
、
産
学
官
連
携
の
取
組
事

例
や
、
人
材
育
成
か
ら
企
業
の
事
業
化

支
援
な
ど
多
様
な
連
携
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、そ
の
後
、産
総

研
の
方
々
と
名
刺
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
視
察
の
ポ
イ
ン
ト
】

◇
人
工
知
能
応
用
研
究
チ
ー
ム

こ
こ
で
は
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
人
工
知
能
技
術
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
機
械
学
習
に
基

づ
く
画
像
解
析
や
音
響
デ
ー
タ
解
析
に

よ
る
異
常
検
知
な
ど
を
コ
ア
技
術
と
し
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
診
断
お
よ
び
医
療
診

断
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
支
援
に
資
す
る
技
術

の
実
用
化
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
診
断
へ
の
応
用
事
例
と
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
検
査
員
の
経
験
や
感

覚
に
頼
っ
て
い
た
ト
ン
ネ
ル
等
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
打
音
検
査
に
異
常
振

動
を
検
知
す
る
Ａ
Ｉ
検
査
を
取
り
入
れ
、

検
査
員
の
五
感
に
頼
ら
な
い
検
査
を
行

う
こ
と
で
検
査
品
質
の
バ
ラ
つ
き
や
ミ

ス
の
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
検

査
員
の
負
担
軽
減
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

◇
地
理
情
報
科
学
研
究
チ
ー
ム

こ
こ
で
は
、
多
種
多
様
か
つ
膨
大
な

地
理
空
間
情
報
を
知
的
に
処
理
で
き
る

基
盤
を
開
発
し
、
科
学
研
究
だ
け
で
な

く
環
境
管
理
・
資
源
開
発
・
防
災
と
い

っ
た
具
体
的
な
応
用
に
結
び
つ
け
る
研

究
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
地
球
観
測
衛
星

「
テ
ラ
」
で
観
測
さ
れ
た
衛
星
デ
ー
タ

を
処
理
し
た
地
理
情
報
デ
ー
タ
の
無
償

提
供
も
行
っ
て
お
り
、
活
用
方
法
に
つ

い
て
も
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

介
護
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
を
見
る
と
、
大
手
企
業
が
相
次

い
で
介
護
事
業
に
参
入
し
競
争
環
境
が

益
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
Ｉ
Ｔ
対
応
な
ど

の
運
営
の
効
率
化
も
重
要
な
経
営
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
府
は
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
介
護
ス

タ
ッ
フ
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
は
厳
し

産業技術総合研究所の概
要を説明する長山隆久氏

岩
田
敏
彰
氏

質
問
す
る
参
加
者

名
刺
交
換
会

村川正宏氏

第2回産業技術総合研究所視察会

関高史氏

開会挨拶をする
上條正仁会長
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平
成
二
八
年
度
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

『
組
織
を
活
性
化
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る
〜
経
営
者
の
視
点
を
持
ち�
エ
ッ
ジ
力
�を

発
揮
し
成
果
を
生
む
』
を
テ
ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ
株
式
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
コ
ー
チ
／
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
加
地
照
子
氏
が
講
演

く
、
労
務
管
理
の
重
要
性
は
益
々
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、「
第
一

回
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
が
四
月
二

七
日
㈬
十
三
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
三
七
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
は
、
ま
ず
株
式
会
社
ウ
イ
ズ

ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
社
長
髙
橋
行
憲
氏

よ
り
「
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
の
現
状
と

今
後
の
展
望
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、

埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
長
子

安
成
人
氏
よ
り
「
介
護
事
業
の
雇
用
・

労
務
管
理
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
氏
か
ら
は
、
現
在
の
介
護
事
業

者
の
課
題
で
あ
る
介
護
労
働
力
の
不
足

に
つ
い
て
、
賃
金
の
面
だ
け
で
な
く
、

勤
務
環
境
の
改
善
を
含
め
た
処
遇
改
善

の
重
要
性
と
、
元
気
な
高
齢
者
等
多
様

な
人
材
の
活
用
の
有
効
性
等
に
つ
い
て

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
安
氏
か
ら
は
、
介
護
労
働
の
実
態

に
係
る
調
査
結
果
を
基
に
、
介
護
事
業

現
場
に
お
け
る
介
護
労
働
者
の
離
職
率

や
労
働
条
件
の
不
満
等
の
現
状
等
に
つ

い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

介
護
事
業
者
が
留
意
す
べ
き
労
務
関
係

法
令
の
基
本
事
項
、
介
護
人
材
の
確
保

に
向
け
た
職
場
環
境
改
善
の
取
組
事
例

や
労
働
災
害
の
防
止
策
、
職
場
定
着
に

係
る
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
八
年
度
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
は
、
五
月
十
七
日
㈫

十
三
時
三
〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分
ま
で

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
株
式

会
社
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ

ー
チ
／
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
組
織
を

活
性
化
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
〜
経
営
者
の
視
点
を
持
ち
�
エ
ッ
ジ

力
�
を
発
揮
し
成
果
を
生
む
』
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
、
二
二
名
が
参
加
し
た
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

□
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

一
�
次
世
代
の
活
躍
を
期
待
す
る
（
女

性
）
社
員
達
は
ど
ん
な
心
情
を
持
っ

て
い
る
の
か
？
〜
女
性
の
活
躍
推
進

に
は
、
現
状
を
理
解
す
る
の
が
不
可

欠
〜

・
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
若
手
女
性

社
員
・
中
間
管
理
職
は
ど
ん
な
心
情

を
持
っ
て
い
る
か

・
1
on
1
コ
ー
チ
ン
グ
に
よ
り
明
ら
か

と
な
る
真
実
の
心
情

・
部
下
に
「
自
信
を
持
た
せ
る
」
コ
ー

チ
ン
グ
（
ワ
ー
ク
〉

二
�
持
続
的
繁
栄
に
不
可
欠
な
成
果
に

い
た
る
経
営
者
の
考
え
方
を
共
同
で

学
ぶ

・
ト
ッ
プ
の
視
点
は
ど
の
角
度
か
ら
な

さ
れ
る
の
か
？

・
ト
ッ
プ
か
ら
見
る
自
己
の
タ
イ
プ
を

確
認
す
る

・
人
材
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
職
場
を
分
析

す
る

・
実
行
す
べ
き
三
つ
の
原
則
と
は
？

①
優
先
順
位
の
高
い
も
の
に
集
中
す

る
②
最
後
ま
で
関
与
し
続
け
る

③
予
期
せ
ぬ
結
果
を
想
定
し
て
お
く

・
戦
略
を
作
る

三
�「
実
行
力（
エ
ッ
ジ
）」を
強
化
す
る

・
エ
ッ
ジ
と
は
？
（
定
義
）

①
「
厳
し
い
決
断
を
下
す
力
」

②
「
よ
り
良
い
将
来
の
た
め
に
現
在

の
安
泰
を
喜
ん
で
犠
牲
に
す
る

力
」

・
ノ
ー
ル
・
Ｍ
・
テ
イ
ラ
ー
が
伝
え
て

い
る
こ
と
は
何
か
？

①
勝
利
す
る
リ
ー
ダ
ー
は
決
し
て
楽

な
道
を
と
ら
な
い

②
エ
ッ
ジ
に
は
二
種
類
あ
る

加地照子氏

髙橋行憲氏

子安成人氏

第1回ウーマノミクス推進委員会

第1回介護ビジネス研究会

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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平
成
二
八
年
度
第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
企
業
経

営
に
ど
う
活
か
す
か
？
〜
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

�
お
も
て
な
し
�か
ら�
経
営
戦
略
�へ
』
を
テ
ー

マ
に
開
催

平
成
二
八
年
度
第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
本
の
農
業
〜
将
来
の
日
本
農
業

の
あ
る
べ
き
姿
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

③
エ
ッ
ジ
と
は
残
酷
で
あ
る
こ
と
で

は
な
く
、
正
直
で
あ
る
こ
と

・
エ
ッ
ジ
実
行
で
の
留
意
点

①
真
実
を
求
め
現
実
を
知
り
、
現
実

に
基
づ
い
て
決
定
を
下
す
途
方
も

な
い
活
力

②
現
実
に
基
づ
い
て
行
動
を
起
こ
し

厳
し
い
命
令
を
下
す
勇
気

・
事
例
研
究
☆
（
含
む
1
on
1
コ
ー
チ

ン
グ
）

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は
、
一
般
的
に
�
思
い
や
り
��
お

も
て
な
し
�
な
ど
、
接
客
・
接
遇
の
改

善
手
法
と
認
識
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
認
識
は

表
層
的
で
あ
り
、
本
来
の
意
味
は
、「
人

間
同
士
の
相
互
関
係
を
最
重
要
視
し
、

相
互
人
間
価
値
を
生
み
出
す
環
境
を
作

り
出
す
こ
と
で
、
企
業
内
組
織
を
活
性

化
さ
せ
て
い
く
手
法
」
で
あ
り
、
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
等
の
高
収
益
企
業

で
は
、
こ
の
手
法
を
導
入
し
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
は
�
お
も
て
な
し
�
か
ら

�
経
営
戦
略
�
と
し
て
認
識
・
対
応
す

べ
き
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
六
月
十

三
日
㈪
開
催
の
平
成
二
八
年
度
第
一
回

企
業
戦
略
研
究
会
で
は
、
日
本
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
理
事

の
加
地
照
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
企
業
経
営
に
ど
う
活
か
す
か
？

〜
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は�
お
も
て
な
し
�

か
ら
�
経
営
戦
略
�
へ
」
と
題
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
講
演
概
要
は
以

下
の
通
り
）

□
講
演
概
要

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
サ
ー
ビ
ス
の
違

い
は
、
相
手
の
要
求
に
応
え
る
だ
け

で
は
た
だ
の
サ
ー
ビ
ス
、
そ
こ
に
ス

ト
ー
リ
ー
を
見
出
し
て
心（
独
創
性
）

を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
で
あ
る
。

・
相
手
の
真
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
行
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
の
満
足
を

得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

発
展
的
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
生
み

出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

・
そ
の
こ
と
が
高
い
顧
客
満
足
度
に
つ

な
が
り
、
経
営
戦
略
の
一
つ
の
手
法

と
な
る
。

ま
た
、
顧
客
の
心
情
を
意
識
し
た
実

践
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
講
演
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
は
未
来
に
向
か
っ
て
の
戦
略
で
あ
る

こ
と
を
意
識
し
て
、
高
い
顧
客
満
足
度

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
自
身
も
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は
�
お
も

て
な
し
�
か
ら
�
経
営
戦
略
�
へ
と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て
、
一
様
に
気
付
き

を
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
二
五
名
の
方
々
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
が

大
筋
で
合
意
し
ま
し
た
。
国
内
で
は
農

産
物
の
関
税
削
減
・
撤
廃
に
よ
る
国
内

農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
、

合
意
し
た
内
容
を
み
れ
ば
、
コ
メ
は
新

た
な
市
場
ア
ク
セ
ス
の
設
定
は
あ
る
も

の
の
、
関
税
削
減
は
一
切
な
く
、
他
の

品
目
も
関
税
削
減
は
十
年
か
ら
二
十
年

程
度
か
け
て
緩
や
か
に
削
減
す
る
も
の

で
大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。し

か
し
、
日
本
の
自
由
化
率
は
他
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
に
比
べ
低
く
、
今
後
再

交
渉
等
を
通
じ
て
厳
し
い
要
求
が
突
き

つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
十
分
に
想
定
し
、

将
来
の
日
本
の
あ
る
べ
き
農
業
の
姿
を

描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
改
革
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
県
に
お
い
て
も
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
埼
玉
農
業
の
活
性

化
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
六
月
二

▲グループワーク▼

第1回企業戦略研究会

グループ作業

加地照子氏
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平
成
二
八
年
度
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

『
日
本
経
済
の
悪
い
均
衡
と
脱
却
の
方
向
』と
題

し
、
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科

教
授
伊
藤
修
氏
が
講
演

十
二
日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
二
八
年
度
第

一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
を
開
催
、

日
本
の
農
業
政
策
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
、
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科

学
研
究
科
教
授

本
間
正
義
氏
に
よ
る

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
本
の
農
業
〜
将
来
の
日

本
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
」、
埼
玉
県
農

林
部
副
部
長

篠
崎
豊
氏
に
よ
る
「
埼

玉
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
策
」
の
二

つ
の
講
演
が
行
わ
れ
、
二
三
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り

◇
講
演
概
要

講
演
一
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
本
の
農
業
〜
将

来
の
日
本
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
」

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
貿
易
自
由
化
を
超
え

て
、
制
度
の
統
一
化
、
競
争
条
件
の

共
通
化
ま
で
含
め
た
国
際
化
で
あ
り
、

広
域
で
の
資
源
の
効
率
的
利
用
に
向

け
て
の
国
際
協
調
の
枠
組
み
作
り
で

あ
る
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
よ
り
、
大
企
業
だ
け

で
な
く
中
小
企
業
や
地
域
の
産
業
が

世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
市
場
に
繋
が
る
こ

と
で
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
日
本
の
経
済
成
長

が
促
さ
れ
る
。

・
一
方
で
、
米
国
議
会
に
よ
る
批
准
手

続
き
の
動
向
や
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

拡
大
、
国
際
的
な
食
品
安
全
基
準
へ

の
対
応
等
今
後
の
課
題
も
残
さ
れ
て

い
る
。

・
日
本
農
業
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
一
貫
し

た
シ
ス
テ
ム
で
付
加
価
値
を
つ
け
て

い
く
六
次
産
業
化
の
推
進
が
期
待
さ

れ
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
優
良
事
例

が
出
て
き
て
い
る
。

・
今
後
は
、
農
業
を
食
材
提
供
産
業
で

は
な
く
、
食
料
産
業
と
し
て
捉
え
、

生
産
か
ら
加
工
・
サ
ー
ビ
ス
と
つ
な

が
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、

異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
等
に
よ
り
新
し

い
野
菜
産
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

も
日
本
農
業
の
成
長
産
業
化
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

講
演
二
「
埼
玉
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
策
」

・
埼
玉
県
の
農
林
業
は
日
本
の
縮
図
で

あ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
農
業

が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
主
要
な

品
目
で
あ
っ
た
米
・
麦
・
畜
産
は
減

少
し
、
現
在
は
野
菜
中
心
の
農
業
生

産
と
な
っ
て
い
る
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

ロ
ボ
ッ
ト
等
革
新
技
術
の
進
展
に
よ

り
、
農
業
を
め
ぐ
る
環
境
に
変
化
が

起
き
て
い
る
。

・
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、

埼
玉
県
で
は
、
農
業
の
六
次
産
業
化

等
に
よ
り
「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
、
将

来
の
農
業
を
担
う
「
人
財
力
」
を
育

成
し
、
観
光
と
連
携
し
た
農
業
振
興

等
に
よ
り
「
地
域
力
」
を
高
め
る
施

策
を
進
め
て
埼
玉
農
業
の
成
長
産
業

化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

年
明
け
以
降
の
株
安
・
円
高
の
動
き

は
、
中
国
の
景
気
減
速
、
原
油
安
、
米

国
経
済
の
変
調
、
欧
州
の
金
融
不
安
と

い
っ
た
海
外
要
因
が
大
き
い
と
言
え
る
。

景
気
下
支
え
の
た
め
、
日
本
銀
行
は
マ

イ
ナ
ス
金
利
を
導
入
し
た
が
、
金
融
市

場
は
不
安
定
な
ま
ま
で
、
中
国
・
上
海

で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
で
は
金
融
市
場
の

安
定
へ
の
強
い
危
機
感
を
示
し
た
も
の

の
、
今
後
も
市
場
の
動
揺
が
続
く
可
能

性
が
高
い
。

一
方
、
国
内
経
済
に
目
を
転
じ
る
と
、

二
〇
一
六
年
一
―
三
月
期
の
国
内
総
生

産
は
改
定
値
で
前
期
比
年
率
一
・
九
％

の
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
た
が
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
求
め
る
「
円
安
に
よ
る
企
業

業
績
の
改
善
が
設
備
投
資
の
増
加
や
賃

上
げ
、
消
費
増
に
繋
が
る
好
循
環
」
の

起
点
と
な
る
設
備
投
資
の
停
滞
は
続
い

て
お
り
、
景
気
の
先
行
き
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
五
年
の
国
勢
調
査

で
日
本
の
総
人
口
は
二
〇
一
〇
年
の
前

回
調
査
に
比
べ
九
五
万
人
減
少
し
ま
し

た
。大
都
市
の
人
口
減
が
始
ま
っ
た
こ
と

で
生
産
や
消
費
の
担
い
手
を
膨
ら
ま
せ

た
都
市
部
が
地
方
を
補
う
日
本
経
済
の

構
図
に
も
狂
い
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
六
月
九

日
㈭
の
平
成
二
八
年
度
埼
玉
大
学
特
別

公
開
講
座
は
、
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文

社
会
科
学
研
究
科
長
教
授
で
あ
る
伊
藤

修
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
日

本
経
済
の
悪
い
均
衡
と
脱
却
の
方
向
」

と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
二
五
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
氏
か
ら
は
、
日
本
経
済
長
期
停

滞
の
構
造
分
析
に
つ
い
て
、
①
企
業
・

家
計
、
②
政
治
・
行
政
、
③
国
民
心
理
・

メ
デ
ィ
ア
・
理
論
な
ど
三
つ
の
セ
ク
タ

本間正義氏

篠崎豊氏

第1回農業ビジネス研究会

伊藤修氏

平
成
28
年
度
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
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平
成
二
八
年
度
第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

「
人
口
減
少
未
来
に
お
け
る
成
長
視
点
〜
日
本

及
び
世
界
の
高
齢
者
市
場
開
拓
に
向
け
て
」
と

題
し
て
㈱
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
生
活
研
究
部

主
任
研
究
員
前
田
展
弘
氏
が
講
演

平
成
二
八
年
度
第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
外
国
人
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
法
務
・
実
務

対
策
セ
ミ
ナ
ー
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

ー
に
分
け
、
直
近
の
経
済
統
計
デ
ー
タ

を
用
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
今
後
、

各
分
野
の
問
題
点
（
偏
り
）
が
相
互
悪

循
環
し
て
起
こ
る
悪
い
均
衡
か
ら
脱
却

す
る
た
め
、「
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
」
等
の
具
体
的
な
方
向
性
に
つ
い

て
、
持
論
を
交
え
て
詳
細
に
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
の
人
口
は
二
〇
〇
八
年
（
一
億

二
八
〇
八
万
人
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
局

面
に
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
口
減

少
局
面
に
あ
る
日
本
も
六
五
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
少
な
く
と
も
二
〇
四
〇

年
ま
で
増
加
し
続
け
る
見
通
し
で
す
。

さ
ら
に
世
界
の
高
齢
者
人
口
も
二
〇
一

五
年
の
六
億
人
か
ら
、
二
〇
三
〇
年
に

九
・
七
億
人
、
二
〇
五
〇
年
に
は
十
四

億
人
に
達
す
る
見
込
で
す
。「
人
口
�

市
場
」
と
捉
え
れ
ば
、
日
本
国
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
未
来
の
世
界
に
は
と
て
つ

も
な
く
大
き
な
高
齢
者
市
場
が
待
ち
構

え
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
、
六
月
二
七

日
㈪
の
平
成
二
八
年
度
第
一
回
少
子
高

齢
化
対
策
研
究
会
で
は
、
東
京
大
学
高

齢
社
会
総
合
研
究
機
構
・
客
員
研
究
員

と
し
て
、
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
（
高
齢

社
会
総
合
研
究
）
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
超
高
齢
社
会
・
市
場
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（Q
uality

of
Life

）、
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い

る
、
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

生
活
研
究
部
主
任
研
究
員
の
前
田
展
弘

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
人
口

減
少
未
来
に
お
け
る
成
長
視
点
〜
日
本

及
び
世
界
の
高
齢
者
市
場
開
拓
に
向
け

て
』
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

前
田
氏
か
ら
は
、
人
口
と
経
済
成
長

の
間
に
は
直
接
的
な
関
係
は
な
く
、
経

済
成
長
に
お
い
て
重
要
な
の
は
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
世
界
各
国
で
日
本

と
同
様
に
進
む
「
人
口
の
高
齢
化
」
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
高
齢
者
市
場
に

お
い
て
は
、「
豊
か
な
長
寿
を
支
援
し

創
造
す
る
商
品
サ
ー
ビ
ス
」
が
期
待
さ

れ
、
高
齢
期
の
将
来
不
安
を
「
希
望
」

に
変
え
る
よ
う
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

生
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る

と
の
視
点
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階

市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
二
八
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り

◇
講
演
概
要

・
高
齢
化
の
問
題
は
一
つ
の
領
域
だ
け

で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

高
齢
化
・
エ
イ
ジ
ン
グ
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
領
域
の
「
知
」
を
結
集
し
て

課
題
解
決
に
臨
む
こ
と
が
、
ジ
ェ
ロ

ン
ト
ロ
ジ
ー
の
特
徴
で
あ
り
醍
醐
味

で
あ
る
。

・
労
働
力
人
口
の
減
少
や
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
不
足
の
問
題
等
、
高
齢
化

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
情
報
も
氾
濫
し
て
い
る
た
め
、
今

ま
さ
に
笑
顔
溢
れ
る
理
想
の
未
来
を

築
け
る
か
ど
う
か
の
過
渡
期
を
迎
え

て
い
る
。

・
長
寿
時
代
に
お
い
て
大
切
に
す
べ
き

は
、
た
だ
生
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

「
よ
り
良
く
生
き
る
」
こ
と
で
あ
る
。

・
段
階
的
に
訪
れ
る
高
齢
期
に
備
え
、

「
健
康
長
寿
」、「
生
涯
現
役
」、「
生

涯
自
立
」
を
目
指
す
こ
と
で
「
サ
ク

セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
（
幸
福
な
老

い
）」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
ま
た
、
六
〇
歳
以
上
の
消
費
総
額
は

年
間
百
兆
円
に
到
達
し
、
今
後
も
毎

年
約
一
兆
円
ず
つ
増
加
し
続
け
、
二

〇
三
〇
年
に
は
家
計
消
費
市
場
の
五

割
に
到
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

・
今
後
、
新
し
い
価
値
観
や
生
活
行
動

を
持
つ
高
齢
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

高
齢
者
市
場
の
八
割
に
開
拓
の
余
地

が
あ
る
。
高
齢
者
特
有
の
ニ
ー
ズ
を

察
知
し
、
積
極
的
な
高
齢
者
市
場
の

創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
日
本
は
、
世
界
で
唯
一
、
超
高
齢
社

会
に
突
入
し
、
経
済
・
社
会
全
般
に

わ
た
り
様
々
な
課
題
を
か
か
え
て
い

る
、
正
に
�
課
題
先
進
国
�
で
あ
り
、

そ
の
解
決
へ
の
取
り
組
み
が
世
界
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

・
長
寿
時
代
を
よ
り
良
く
生
き
て
い
け

る
よ
う
に
、
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ

ン
グ
に
貢
献
す
る
政
策
や
市
場
の
創

造
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
伴
い
、

外
国
人
の
採
用
が
留
学
生
を
中
心
に
急

増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
海

外
で
直
接
募
集
を
行
い
、
そ
の
外
国
人

を
日
本
で
採
用
・
雇
用
す
る
、
い
わ
ゆ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
採
用
も
多
く
の
企
業
で

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
国
の
政
策
面
で
も
、
昨
年

四
月
に
入
管
法
が
改
正
さ
れ
「
高
度
専

門
職
」
と
い
う
新
し
い
在
留
資
格
が
新

設
さ
れ
る
な
ど
、
外
国
人
材
の
受
入
推

進
を
目
的
と
し
た
在
留
資
格
の
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
の
採
用
や

活
用
、
退
職
の
各
場
面
に
お
い
て
は
、

第1回少子高齢化対策研究会

第1回グローバル委員会

前田展弘氏
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平
成
二
八
年
度
埼
玉
県
産
業
労
働
部

主
要
施
策
説
明
会
開
催

平
成
二
八
年
度
労
働
法
実
務
講
座
開
催

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
企
業
と
し
て
は
、
入
管
法
を
は

じ
め
と
し
た
外
国
人
特
有
の
各
種
法
的

な
枠
組
み
や
近
年
の
法
改
正
動
向
を
し

っ
か
り
把
握
し
、
こ
れ
に
適
切
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
特
に
外
国
人

の
活
用
な
ら
び
に
契
約
解
消
の
場
面
に

お
い
て
は
、
文
化
や
雇
用
慣
行
の
相
違
、

契
約
の
整
合
性
の
欠
如
、
権
利
や
契
約

意
識
等
の
相
違
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
ト
ラ
ブ
ル
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
六
月
二

九
日
㈬
に
開
催
し
た
平
成
二
八
年
度
第

一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
で
は
、
外
国

人
の
労
務
管
理
に
精
通
し
、
上
場
企
業

や
外
資
系
企
業
の
外
国
人
雇
用
・
労
務

管
理
に
関
わ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等

を
専
門
に
行
う
、
株
式
会
社
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
代
表
取
締
役
行
政
書
士

佐

野
誠
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
外

国
人
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で

法
務
・

実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』
と
題
し
て
、
入

管
法
の
仕
組
み
と
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
、

並
び
に
外
国
人
材
の
採
用
や
労
務
管
理
、

契
約
解
消
に
お
け
る
法
的
仕
組
み
、
さ

ら
に
外
国
人
を
雇
用
す
る
上
で
特
に
ト

ラ
ブ
ル
と
な
り
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
等
に

つ
い
て
詳
細
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
二
八

名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
に
関

す
る
説
明
会
が
、
平
成
二
八
年
四
月
二

十
一
日
㈭
、
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
四
〇
名
の
方
々
が
出
席
さ

れ
た
。

最
初
に
、
産
業
労
働
部
参
事
兼
副
部

長
の
渡
辺
充
氏
よ
り
、「『
二
〇
二
五
年

問
題
』
へ
の
挑
戦
」「
先
端
産
業
・
次

世
代
産
業
の
振
興
」「
県
内
経
済
を
支

え
る
中
小
企
業
の
支
援
」「
県
内
企
業

の
海
外
展
開
支
援
」「
産
業
集
積
の
推

進
」「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
」

「
お
も
て
な
し
日
本
一
の
観
光
づ
く
り

の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
二
〇
二
五
年
に
向
け
て
労
働

力
不
足
の
深
刻
化
や
医
療
・
介
護
需
要

の
爆
発
的
増
大
等
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
や
「
人
材
」

の
開
発
、「
シ
ニ
ア
革
命
」
な
ど
の
取

り
組
み
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、

各
種
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
や
支
援
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
雇
用
労
働
局
長
の
江
森
光
芳

氏
よ
り
「
シ
ニ
ア
革
命
」「
埼
玉
版
ウ

ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
」「
雇
用
の
安
心
」「
産
業
人
材
の
育

成
」
を
テ
ー
マ
に
、
施
策
の
背
景
と
な

る
埼
玉
県
の
雇
用
情
勢
に
触
れ
、
二
〇

二
五
年
問
題
へ
の
挑
戦
の
一
つ
で
あ
る

シ
ニ
ア
革
命
を
始
め
と
し
た
主
要
施
策

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
の
担
当

者
や
現
場
管
理
・
監
督
者
を
対
象
に
労

務
管
理
上
必
要
な
労
働
法
の
実
務
知
識

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と

を
目
的
に
労
働
法
実
務
講
座
を
四
講
に

わ
た
り
開
催
し
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
参
加
費
無
料
で

開
催
し
、
各
講
と
も
多
く
の
方
々
の
ご

参
加
を
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
各
講
の
開
催
概
要
は
以
下
の

通
り
。

◇
第
一
講

五
月
一
六
日
㈪
四
〇
四
会
議
室

テ
ー
マ
「
労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時

間
と
時
間
外
管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法

律
実
務
」

講

師

外
井
浩
志

弁
護
士

参
加
者

七
二
名

◇
第
二
講

五
月
二
三
日
㈪
四
〇
三
・
四
〇
四
会
議

室テ
ー
マ

「
人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍

の
法
律
実
務
、懲
戒
処
分
、セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
」

講

師

外
井
浩
志

弁
護
士

参
加
者

五
八
名

江森光芳産業労働部雇用
労働局長

平成28年度埼玉県産業労働部主要施策説明会

平成28年度労働法実務講座

佐野誠氏

渡辺充産業労働部参事兼
副部長

第1講・第2講
講師 外井浩志弁護士

第3講
講師 草開文緒弁護士

第4講
講師 浦辺英明弁護士
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『
こ
れ
か
ら
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識
し
、

主
体
的
に
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
若
手
社
員
育
成
研

修
を
開
催

◇
第
三
講

五
月
三
一
日
㈫
四
〇
三
・
四
〇
四
会
議

室テ
ー
マ
「
退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の

法
律
実
務
、労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」

講

師

草
開
文
緒

弁
護
士

参
加
者

七
〇
名

◇
第
四
講

六
月
三
日
㈮
四
〇
三
・
四
〇
四
会
議
室

テ
ー
マ
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期

労
働
者
、
派
遣
労
働
者
の
管
理
と
法
律

実
務
、
就
業
規
則
」

講

師

浦
辺
英
明

弁
護
士

参
加
者

六
四
名

強
い
組
織
に
す
る
た
め
に
は
、
主
体

性
と
問
題
意
識
を
持
っ
た
「
自
律
型
人

材
」
の
存
在
が
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、自
ら
問
題
を
認

識
し
、主
体
性
を
発
揮
し
て
チ
ー
ム
に
貢

献
で
き
る
人
材
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
を
踏
ま
え
、
入
社
三

〜
五
年
目
の
社
員
を
対
象
に
し
た
新
た

な
事
業
と
し
て「
若
手
社
員
育
成
研
修
」

が
、
六
月
六
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
で
開
催
さ
れ
、
三
〇
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
は
、
企
業
向
け
の
人
材
育
成
研

修
で
定
評
の
高
い
、
㈱
イ
ン
ソ
ー
ス
専

任
講
師
の
田
中
秀
樹
氏
。
講
義
は
、
異

業
種
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
討
議
と
い
っ
た
体
験
型
研

修
を
取
り
入
れ
た
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。

講
義
の
概
要
は
以
下
の
通
り
、

□
講
義
概
要

・
現
在
の
企
業
を
取
り
巻
く
諸
課
題
は

想
定
外
の
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
判
断

で
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
「
自
律

型
人
材
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
自
律
型
人
材
に
な
る
た
め
に
必
要
な

の
は
、
①
上
司
に
指
示
さ
れ
る
前
に

自
ら
何
を
す
べ
き
か
を
提
示
し
、
率

先
し
て
上
司
に
判
断
を
仰
ぐ
主
体
性
、

②
自
ら
情
報
発
信
し
周
囲
を
巻
き
込

ん
で
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
自
律
型
人
材
に
な
る
た
め
の
具
体
的

な
方
法
論
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
仕
事

の
目
的
を
常
に
意
識
し
、「
目
的
」、

「
目
標
」「
手
段
」
の
違
い
を
し
っ
か

り
と
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
二
つ
目
は
、「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う

対
応
す
る
」
と
い
う
自
分
な
り
の
仮

説
を
も
っ
て
仕
事
に
あ
た
る
（
仮
説

思
考
）
と
、「
仮
説
の
設
定
」
↓
「
実

行
」
↓
「
検
証
」
↓
「
仮
説
の
修
正
」

と
い
う
「
仮
説
思
考
」
の
サ
イ
ク
ル

を
回
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
三
つ
目
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
と
な

る
Ｑ（Q

uality

�
品
質
）、Ｃ（Cost

�
コ
ス
ト
）、
Ｄ
（D

elivery

�
納

期
）、Ｒ（Risk：

リ
ス
ク
）、Ｓ（Sales：

セ
ー
ル
ス
）
の
五
つ
の
判
断
基
準
と
、

「
重
要
度
」、「
緊
急
度
」
と
い
う
複

雑
な
仕
事
と
行
動
の
中
か
ら
ど
れ
を

先
に
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う
優
先

順
位
を
決
め
る
判
断
基
準
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
組
織
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
①
現
場
で
す
ぐ
に
実
行
で
き
る

こ
と
に
取
り
組
む
、
②
部
分
最
適
で

は
な
く
組
織
全
体
の
全
体
最
適
を
考

え
る
、
③
効
果
が
具
体
的
に
説
明
で

き
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
、
④
改
善

施
策
を
実
行
す
る
上
で
、
コ
ス
ト
や

リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
、
の
四
つ
の
ル

ー
ル
を
踏
ま
え
、
改
善
活
動
に
取
り

組
み
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・
組
織
を
巻
き
込
ん
で
業
務
を
行
う
た

め
に
は
、
周
囲
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

①
上
司
を
巻
き
込
む
力
、
②
繰
り
返

し
語
る
、③
厚
く
語
る
、と
い
っ
た
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

最
後
に
講
師
か
ら
は
「
出
来
る
こ
と

か
ら
一
つ
一
つ
取
り
組
み
、
階
段
で
な

く
ス
ロ
ー
プ
を
上
が
る
よ
う
に
成
長
し

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

・
仕
事
の
目
的
を
考
え
る
こ
と
で
効
率

を
上
げ
、
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
仕
事

が
出
来
る
よ
う
な
自
律
型
人
間
に
な

り
た
い
。

・
異
業
種
の
方
と
交
流
が
出
来
て
、
考

え
の
幅
が
広
が
っ
た
の
で
、
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

・
今
現
在
、
仕
事
を
し
な
が
ら
感
じ
て

い
た
テ
ー
マ
が
全
て
取
り
上
げ
て
ら

れ
て
い
た
の
で
、
次
に
進
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
と
い
う
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
②
、

㈱
ウ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グ
ア
ロ
イ
ズ
・
ジ
ャ

パ
ン
②
、
㈱
エ
フ
テ
ッ
ク
①
、
ク
ノ
ー

ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ

ン
㈱
②
、
㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ
①
、

㈱
幸
大
ハ
イ
テ
ッ
ク
②
、
㈱
コ
マ
ー
ム

②
、
昭
和
㈱
②
、
㈱
大
和
不
動
産
②
、

秩
父
石
灰
工
業
㈱
①
、
㈱
パ
レ
ス
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
①
、
㈱
ビ
ー
ジ
ー
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
②
、
冨
士
ブ
レ
ー
キ
工

業
㈱
④
、
㈱
奉
建
社
①
、
マ
ル
キ
ユ
ー

㈱
③
、
守
屋
八
潮
建
設
㈱
①
、
㈱
八
洲

電
業
社
①

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
三
〇
名
。

活発なグループディスカッションの
結果を発表

体験談を交え、熱のこもった講義を行う
田中秀樹講師

視野を広げ、学びを深める
グループディスカッション

自律型人材になるための具体的な取組
についてチームごとに意見交換
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青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
八
年

度
定
時
総
会
が
五
月
二
十
三
日
㈪
午
後
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
、
来
賓
に
埼
玉

県
経
営
者
協
会
会
長
上
條
正
仁
氏
を
迎

え
二
十
四
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
藤
池
一
誠
部
会
長
（
㈱
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
社
長
）
が
議
長
と
な
り
、

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算

報
告
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
、

同
事
業
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
通
り
役
員
が

新
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。（
別
表

参
照
）

就
任
挨
拶
に
立
っ
た
栗
原
志
功
新
部

会
長
（
㈱
あ
な
た
の
幸
せ
が
私
の
幸
せ

代
表
取
締
役
社
長
）
は
挨
拶
の
な
か
で

以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

・
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
革
し
て
い
く

中
、
今
こ
そ
『
大
き
な
変
革
』
が
必

要
で
あ
る
。

・『
新
規
会
員
一
〇
〇
名
獲
得
！
』を
目

標
に
掲
げ
、
共
に
学
び
合
う
素
晴
ら

し
い
仲
間
を
着
実
に
増
や
し
て
い
く
。

・
常
に
自
己
変
革
を
継
続
し
て
い
く
よ

う
な
経
営
者
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
な
会
に
し
た
い
。

・
そ
し
て
最
後
に
、「
皆
様
の
協
力
を

頂
い
て
実
り
の
あ
る
任
期
に
す
べ
く
、

力
の
限
り
邁
進
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
「
社

長
の
右
腕
養
成
研
修
〜
強
い
会
社
を
つ

く
る
た
め
の
必
須
要
件
〜
」
と
題
し
、

中
小
企
業
診
断
士
の
高
垣
正
幸
氏
が
講

演
を
行
っ
た
。

講
演
で
は
、
様
々
な
企
業
で
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
ご
経
験
か
ら
、
強
い
会

社
を
つ
く
る
た
め
の
右
腕
養
成
法
に
つ

い
て
講
演
し
、「
右
腕
養
成
に
求
め
ら

れ
る
社
長
の
七
つ
の
要
件
」「
右
腕
に

求
め
ら
れ
る
七
つ
の
役
割
」
な
ど
の
具

体
的
な
数
多
く
の
事
例
を
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。

講
演
終
了
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
冒

頭
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
上
條
正

仁
氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
続
い
て

上
條
会
長
よ
り
、
部
会
長
を
は
じ
め
新

役
員
へ
の
委
嘱
状
の
授
与
が
行
な
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
藤
池
誠
治
初
代
部
会
長

（
㈱
デ
サ
ン
代
表
取
締
役
会
長
）
よ
り
、

乾
杯
の
ご
発
声
を
頂
き
、
賑
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
新
旧
メ
ン
バ
ー
で
の
貴
重

な
情
報
交
換
と
啓
発
の
場
と
な
っ
た
。

最
後
に
中
込
秀
明
第
九
代
部
会
長
（
富

士
電
子
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
激

励
の
言
葉
を
交
え
た
閉
会
挨
拶
を
頂
い

て
、
懇
親
会
は
盛

会
裏
に
終
了
し
た
。

な
お
、
当
日
は
、

新
規
入
会
予
定
者

四
名
様
（
後
日
入

会
）が
、オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加

さ
れ
、
懇
親
会
で

は
入
会
に
向
け
て

の
挨
拶
も
行
わ
れ

た
。（「
新
部
会
員

の
ご
紹
介
」参
照
）。

共
に
学
び
合
う

新
た
な
仲
間
を
得
、

新
体
制
と
し
て
の

素
晴
ら
し
い
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
平平
成成
二二
八八
年年
度度
定定
時時
総総
会会
開開
催催

一般社団法人埼玉県経営者協会 青年経営者部会 役員名簿

部 会
役職名 氏 名

会 社 名
会 社 役 職

部会長 くりはら し こう

栗原 志功
㈱あなたの幸せが私の幸せ
代表取締役社長

副部会長 や べ としひと

矢部 利人
丸和工業㈱
代表取締役社長

副部会長 まな ご たけ し

眞子 岳志
㈱真工社
代表取締役社長

副部会長 ないとう たけし

内藤 岳
内藤環境管理㈱
代表取締役社長

副部会長 うす だ かずひろ

臼田 和弘
㈱臼田ファインモータースクール
代表取締役社長

幹事 さかもと てつろう

坂本 哲朗
カツミテクノ㈱
代表取締役社長

幹事 おお の てつ や

大野 哲也
大野建設㈱
常務取締役

幹事 つつみ しげる

堤 繁
㈱埼玉富士
代表取締役社長

幹事 もちづき さとる

望月 諭
望月印刷㈱
代表取締役社長

幹事 うす だ しんいちろう

臼田 真一朗
関東食糧㈱
代表取締役社長

会計監事 みずむら しん た ろう

水村 真太郎
㈱かにや
代表取締役

会計監事 ながしま あきら

永島 明
㈲共和エレック
代表取締役

顧問 ふじいけ かずのぶ

藤池 一誠
㈱デサン
代表取締役社長

青年経営者部会 新部会員のご紹介 ※年齢は入会時点

たん の たけし

1 株式会社しんけん 代表取締役 丹野 健 様
一般貨物輸送事業・物流業務請負 42歳
事業所所在地 〒349‐0205埼玉県白岡市西6‐14‐3

あさ の たかゆき

2 株式会社協和テック 代表取締役 浅野 貴之 様
印刷物表面化工業 44歳
事業所所在地 〒335‐0031埼玉県戸田市美女木5‐21‐6

せき ゆういち

3 埼京東和薬品株式会社 取締役社長室室長 関 祐一 様
医薬品卸業 33歳
事業所所在地 〒330‐0854埼玉県さいたま市大宮区桜木町4‐56‐1

きたはま ゆう し

4 埼和興産株式会社 代表取締役 北浜 雄嗣 様
総合建設業 39歳
事業所所在地 〒332‐0006埼玉県川口市末広3‐14‐10

特別講演「社長の右腕養成研修」

上條会長から新役員への委嘱状授与
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略歴
柳澤 哲哉
（やなぎさわ てつや）
東北大学文学部卒業、東
北大学大学院経済学研究
科単位取得退学。
香川大学経済学部助教授
などを経て埼玉大学経済
学部教授。
2016年4月より埼玉大学
経済学部長。
専門は経済学史。マルサ
スを中心とした人口論と
経済学との関係を主に研
究。
共編著『マルサス人口論
事典』、『経済学の座標軸』
など。

18世紀末に刊行されたマルサス
の『人口論』という書物をご存じの方も多いと思
います。「人口は抑制されなければ食料よりも速
く増加する」というシンプルな人口原理から、マ
ルサスは私有財産制度を正当化し、ユートピア社
会の不可能性を論じました。『人口論』は過剰人
口や飢餓の必然性を説く書物として読まれること
で、長い間、政策や思想に大きな影響を与えてき
ました。過剰人口が不可避であれば、貧困を人為
的な政策によって解決することはできません。事
実、自由放任を正当化するのに『人口論』が用い
られたこともしばしばありました。生存競争の着
想を『人口論』から得たと証言しているダーウィ
ンも、そのような読み方をした一人と言えるでし
ょう。
とはいえ、『人口論』の通説的な理解はかなり
偏った解釈です。過剰人口や飢餓の必然性の論証
を目的とした書物ではありません。確かに、マル
サスは子供の扶養責任を親に求めましたが、貧困
の責任を当事者に押し付けたというのは誤解です。
避妊が許されていなかった時代ですから、予想を

越えて扶養不可能なほど多子に恵まれることは避
けられません。マルサスはそうした多子家族を公
的に救済すべきと論じました。それだけでなく、
高齢者や疾病者も救済せよと論じました。多子や
疾病を当事者が予想することはできないという理
由からです。近代的な家族を形成するには、家族
を支える政策が必要であることもマルサスは認め
ていたのです。
私は今年刊行された『マルサス人口論事典』の
編集に携わりました。そこでは『人口論』の新し
い解釈が提示されていま
す。これは現代を論じる
ための事典ではありませ
ん。しかし、貧困や格差
を不可避のものとする短
絡的な思潮が、今日、強
まっているとするならば、
そうした思潮に反省を促
す一助になるでしょう。
古典研究もどこかで現代
に共鳴しているのです。

水中で盛んに光合成を行
い増殖するシアノバクテ
リアは、物質生産好適種
として注目を集めていま
す。シアノバクテリアの
転写因子を欠損させたり、
過剰生産させたりして、
光合成や物質生産に関わ
る遺伝子の転写レベルを
自在に制御する系が構築
できれば、様々な方面に
応用展開可能ではないか
と考え、研究を進めてい
ます。

学歴・略歴
日原 由香子
（ひはら ゆかこ）
東京大学理学部生物学科
卒業、東京大学大学院理
学系研究科博士課程修了
（博士（理学））、1998年
日本学術振興会特別研究
員、2000年埼玉大学理学
部助手、2009年より現職。
2011－2013年度 科学技
術振興機構（JST）「さき
がけ」研究者を兼任。

生物の細胞の中では、そのゲノ
ムDNA上に存在する全ての遺伝子が常にフル回
転で働いているわけではなく、時と状況に応じて、
必要な遺伝子だけがmRNAに転写され、さらに
それがタンパク質に翻訳されて、細胞が生きてい
くために必要な機能を果たします。太陽光エネル
ギーを捉えて生命活動に必要な化学エネルギーに
変換するための光合成装置、この装置を形づくる
遺伝子群の転写レベルは、光や温度など生育環境
の変化に応じて調節されており、異なる環境下で
光合成装置の量が増減することで、光合成活性が
適切に保たれることが知られています。私はこの
転写調節メカニズムを明らかにすべく、植物と同
じ酸素発生型の光合成を行う細菌、シアノバクテ
リア（藍藻）を用いて、DNAに結合して働く転
写因子と呼ばれる一連の調節タンパク質群に着目
した研究を進めてきました。
理学的な研究は、始めた当初は応用展開を目的
にしていないことが多いものですが、得られた知
見が思いもよらず応用に結びつくことがあります。
私も5年前にそのような体験をしました。後に
cyAbrB2と名付けた転写因子を遺伝子操作によ
り欠損させると、シアノバクテリアの細胞体積が
もとの5倍、貯めている炭水化物の量がもとの10

倍に増加することを見出したのです（図）。この
「器が大きく炭素源に富む」性質をバイオ燃料生
産に利用できないかと考え、応用研究をスタート
させました。これまでに、cyAbrB2欠損株に対
して、細胞内で合成された脂肪酸が培地中に放出
される遺伝子操作を施した場合、野生株に対して
同様に行った場合に比べて、脂肪酸の放出量が2
倍になるという成果を得ており、現在も企業との
共同研究を続けています。光合成遺伝子の転写調
節機構の解明にマイペースで取り組んでいたとこ
ろが、バイオ燃料生産の最前線に飛び込む展開と
なり、この予測不能なところが研究活動の醍醐味
と言えましょうか、今後も基礎と応用の両輪にて
走っていきたいと考えています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999555555555555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

現代に共鳴する『人口論』研究
埼玉大学 経済学部長／大学院人文社会学研究科 経済学研究領域 柳 澤 哲 哉 教授

シアノバクテリアの転写調節研究から予期せぬ展開へ…
埼玉大学 大学院理工学研究科 生命科学部門 分子生物学領域 日 原 由香子 准教授

（図）左は野生株、右は cyAbrB2欠損株の細胞の
電子顕微鏡写真
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日本の観測史上最大のマグニチュード9を記録し、東日本に
未曽有の大災害をもたらした東北地方太平洋沖地震（東日本大
震災）から5年が経過しました。この地震では広範囲に津波被
害があったこと、また福島第一原子力発電所の不幸な事故もあ
って、5年間の復興状況は地域によって様々です。東日本大震
災が起こるまでは、これを超える津波は発生しないであろうと
言われた、岩手県田老町の総延長2．5㎞、高さ10mの防潮堤も、
この地震の津波であっけなく崩壊してしまいました。現在、東
日本大震災を上回る津波にも耐える防潮堤が計画され、その必
要性の是非が議論されていますが、自然の力の前に人間は謙虚
でなければならないことを最大の教訓として、復興に尽力する
ことが我々には課せられています。
ところで、復興と相俟って、命を守るための「防災教育」も
我々に課せられた重要な使命と言えましょう。これからの防災
教育には、誰もがなるほどと納得できるような「市民目線」の
防災技術が必要と思われます。長谷川研究室では、ものづくり

の好きな学生諸君の力を借りて、市民目線の防災技術の開発に
取り組んでいます。写真はその一例で、「木造家屋の耐震模型」
を示したものです。本年4月に発生した熊本地震の被害からも
分かるように、日本の木造家屋は地震時に捩れながら2階が1
階を押し潰すように倒壊します。このような日本家屋の弱点を
体験的に理解できる教材があれば、防災教育において大変有効
と考えられます。
現在、この模型は
埼玉県防災学習セ
ンターに寄贈され、
行田市や鴻巣市で
開催される「こど
も大学」やオープ
ンキャンパスで活
用されています。

大学院時代からかれこれ35年ほどロボ
ット研究に携わっていますが、その間に
ずいぶんと世の中は変化しました。三菱
電機の研究所に入ったときには通産省極

限作業ロボットプロジェクトで原発点検用ロボットを開発して
いたのが第1次ロボットブーム（図1）の最盛期でした。しか
し、この頃のロボットには全く知能がなく、「人が自在に操縦
する」ロボットでした。それから10年が経ち、通産省技術研究
組合国際ファジィ工学研究所においてファジィ理論を始めとし
たソフトコンピューティングによるロボットの知能化研究に着
手し、その後、大学へ移ってからは第2次ロボットブームが到
来しました。
これまでの人工知能や知能ロボット研究は「人間らしい」「人
間に近い」ロボットをいかに開発できるかに興味が置かれてき
ました。このような中で、AIBOやルンバのようにロボットが
身近な存在になり、「人間と共生する」ロボット時代がやって
きました。現在は第3次ロボットブームと言われ、人とロボッ
トの双方向インタラクション（対話）に関わるHRI（Human-

Robot Interaction）研究が最近
注目されています。
このように近年のロボット研
究は、これまでの知能ロボット
から人間共生ロボットを実現す
る研究（図2）を指向していま
す。人間と知的システムの豊か
な共生社会を本当に実現するに
は、「ロボット3原則」に代表
される我々人間がロボットに対
して抱いている単なる奴隷とし
ての自動機械という感覚をまず
は捨て去るところから始める必
要があるかもしれません。人間
とロボットの協調、対話、共存
などに関心をお持ちの企業があ
れば、まずはご相談いただけれ
ばと思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777666666666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

市民目線の防災技術
建設学科 長谷川 正 幸 教授

長谷川 正幸（はせがわ まさゆき）教授・工学博士 日本大学理工学部建築学科卒業、同大学院理工学研究科修士課程修了。
清水建設株式会社を経て、2013年4月よりものつくり大学教授。地震・耐震工学、とくに建物と地盤・基礎・杭の動的相互作用
問題が専門。防災士。

人とロボットの共生のための人工知能研究
製造学科 前 田 陽一郎 教授

前田 陽一郎（まえだ よういちろう）製造学科教授 大阪府生まれ、大阪大学修士課程修了、博士（工学）、三菱電機㈱産業
システム研究所、大阪電気通信大学、福井大学、大阪工業大学を経て2015年より現職。ロボットの知能化研究が専門。
（連絡先：048‐564‐3834／maeda@iot.ac.jp）

「木造家屋の耐震模型」による実験

図1．ロボットブームとロボッ
ト研究の変遷

図2．知能ロボット研究から人
間共生ロボット研究へ
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「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業
」
で
は
、
次
代
を
担
う
学

生
の
夢
の
実
現
に
資
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
大
学
や
受
入
先
で
あ
る

事
業
所
、
自
治
体
等
の
皆
様
に
ご
協
力

を
頂
戴
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
本
会
が
事

業
受
託
団
体
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

本
年
度
は
、
昨
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
『
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
』
に
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
も
エ
ン
ト
リ
ー
可
能
な
機
能

等
を
追
加
し
、
四
月
十
一
日
よ
り
シ
ス

テ
ム
を
再
稼
動
し
、
募
集
情
報
の
登
録
、

エ
ン
ト
リ
ー
の
受
付
を
開
始
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
説
明
会
・
個
別
相
談
会
を
大

学
関
係
者
、
企
業
関
係
者
合
同
で
四
月

十
二
日
㈫
九
時
三
〇
分
よ
り
、
会

場
を
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
六
階

六
〇
二
会
議
室
で
行
な
っ
た
。

当
日
の
説
明
会
・
個
別
相
談
会

で
は
、
は
じ
め
に
、
埼
玉
県
産
業

労
働
部
産
業
人
材
育
成
課
委
託
訓

練
・
連
携
推
進
担
当
主
幹

塚
原

高
志
氏
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

「
企
業
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
増
や
し

て
い
く
の
が
県
の
役
割
」、
ま
た
、

「
県
庁
の
応
募
に
理
系
を
増
や
し

た
い
」
と
企
業
と
大
学
に
伝
え
た
。

次
に
シ
ス
テ
ム
の
説
明
に
移
り
、

ま
ず
、
本
会
研
究
主
幹

出
井
孝

一
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
「
埼

玉
県
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」

並
び
に
シ
ス
テ
ム
改
良
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

事
業
説
明
で
は
、
学
生
、
企
業
に
と

っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
な
い
と
双
方

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
点
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

有
効
性
を
強
調
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ま
で
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

学
生
が
主
体
的
に
企
業
に
ア
ク
セ
ス
す

る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

シ
ス
テ
ム
を
企
業
の
出
会
い
の
場
と
し

て
有
効
活
用
す
る
に
は
、
学
生
の
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
、
つ
ま
り
、

志
望
動
機
や
思
い
が
な
い
と
企
業
の
受

け
入
れ
態
勢
に
響
く
こ
と
を
大
学
側
に

呼
び
か
け
た
。
企
業
側
に
望
む
こ
と
は
、

マ
ッ
チ
ン
グ
は
学
生
と
の
出
会
い
の
場

で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
現

場
で
学
生
を
い
か
に
満
足
さ
せ
る
か
で

あ
る
。
学
生
に
と
っ
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
大
学
を
通
じ
て
の「
学
び
の
場
」

で
あ
る
た
め
、
学
生
に
満
足
感
を
得
て

も
ら
う
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

説
明
会
に
留
め
る
だ
け
で
な
く
、
何
か

し
ら
学
生
に
「
体
験
」
し
て
も
ら
う
の

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
対
象
学
校
に
高
等
学
校
と
特
別
支

援
学
校
が
加
わ
っ
た
。
高
等
学
校
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
は
自
分
の
将

来
を
考
え
、
職
業
選
択
の
幅
を
広
げ
、

積
極
的
な
進
路
の
選
択
や
社
会
の
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
な
ど
、
就
業
体
験
か
ら
多

く
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
進
学
希
望
者

で
あ
っ
て
も
大
学
で
何
を
学
ぶ
べ
き
か

考
え
る
機
会
に
も
な
る
。
就
業
体
験
型

学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
伝

え
た
。

一
方
、
特
別
支
援
学
校
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
目
的
は
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
実

習
を
通
じ
た
社
会
経
験
の
場
で
あ
る
。

年
々
就
業
希
望
者
数
は
伸
び
て
い
る
が
、

受
入
先
が
伸
び
悩
み
、
応
募
者
の
約
30

％
の
就
労
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
現
状
を

伝
え
た
。

続
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
改
良
点
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
た
㈱
ウ
ィ
ズ
・
ワ
ン

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
部
長

澤
谷
和
孝
氏
よ
り
詳
細

な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
改
良
は
、
先
に
述
べ
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
対
象
学
校
選
択
に
高

等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
追
加
、

そ
し
て
、
学
生
と
大
学
が
利
用
す
る
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
一
時
保
存
機
能
の

追
加
で
あ
る
。
一
時
保
存
の
追
加
に
よ

り
、
大
学
が
保
存
中
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
を
確
認
で
き
、
大
学
か
ら
学
生
へ

の
指
導
が
よ
り
し
や
す
く
な
る
と
思
わ

れ
る
。
他
に
、
各
種
情
報
の
一
覧
及
び

単
票
の
印
刷
機
能
の
追
加
を
行
っ
た
。

印
刷
機
能
の
追
加
は
学
校
の
掲
示
板
に

掲
載
し
た
い
と
の
要
望
に
応
じ
た
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
ベ
ー
ス
は

文
部
科
学
省
直
轄

大
学
共
同
利
用
機

関
法
人

国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｉ
）
が
開
発
・
保
守
を
行
な
っ
て
い
る

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｎ

ｅ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ
（
ネ
ッ
ト
コ
モ

ン
ズ
）
で
開
発
さ
れ
、
同
研
究
所
に
よ

る
継
続
的
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
じ
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
品
質
が
担
保
さ
れ
て

い
る
の
で
安
全
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
登
録
は
当
サ
イ
ト
か
ら
簡
単
に

登
録
で
き
、
一
度
登
録
す
れ
ば
、
継
続

使
用
で
き
る
の
で
、
是
非
、
会
員
企
業

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
本
シ
ス
テ
ム

を
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
以
下
の
通
り
。

https://w
w
w
.saitam

a-intern
ship.jp/

平平
成成
二二
十十
八八
年年
度度

埼埼
玉玉
県県
大大
学学
生生
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ

説説
明明
会会
・・
個個
別別
相相
談談
会会
をを
開開
催催

㈱ウィズ・ワン ソリュー
ション部長 澤谷和孝氏

埼玉県産業労働部産業人
材育成課委託訓練・連携推
進担当主幹 塚原高志氏

説明会の様子

本会研究主幹 出井孝一
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�調査対象…………………………………550社
有効回答数 …………………………207社
回収率 ………………………………37．6％

�業種内訳 �内製造業 ………………100社
�内非製造業……………107社

�資本金別
�5000万円以下 101社
�5000万円超～1億円以下 45社
�1億円超～3億円以下 14社
�3億円超 47社

企業経営動向調査（2016年度第1回〈16年4月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�業界の景気DI は、最近、先行きとも
に前回調査比悪化している。特に製造
業の悪化幅が大きい。

16年4月

－25

－33

－17

－25

－35

－16

16年1月

－18

－20

－15

－16

－24

－7

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�国内景気DI は、最近、先行きともに
前回調査比悪化。特に、先行きに対す
る厳しい見方が増えている。

16年4月

－24

－28

－20

－35

－37

－33

16年1月

－16

－14

－19

－16

－17

－15

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�自社の業況DI は、製造業・非製造業
とも前回調査比悪化しているものの、
業界の景気DI の悪化幅と比べて軽微
となっている。

16年4月

－9

－14

－4

－8

－13

－3

16年1月

－4

－8

0

－5

－8

－1

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�最近のDI は前回調査比、製造業で横
ばい、非製造業で不足感が高まってい
る。

�先行きのDI については、製造業、非
製造業ともに不足感がさらに高まって
いくと見込まれる。

16年4月

－5

－1

－10

－12

－10

－14

16年1月

－1

0

－1

0

4

－4

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI をみると製造業は横ばいで
引続き過剰感あるものの、非製造業で
は過剰感は解消している。

�先行きのDI をみると、最近比で製造
業、非製造業ともに、さらに過剰感が
低下し、非製造業ではDI は「－10」
と在庫調整は終了し、不足感が高まる
とみている。

16年4月

6

15

－4

－2

5

－10

16年1月

9

17

0

－3

5

－12

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

Ⅲ．その他

Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）16／1－3月期、4－6月期の上段の（ ）内の数値は16年1月調査時の見通し

�1－3月期実績は、製造業、非製造業ともに
前期比横ばいで推移し、前回調査時の見通し
を大きく上回る結果となった。

�4－6月期の見通しについては、製造業、非
製造業ともに悪化。特に製造業ではDI が
「－29」と厳しい見方となっている。7－9
月期は製造業、非製造業ともに改善を見込ん
でいる。

見 通 し

16／7－9

4

7

2

16／4－6

（0）
－18

（4）
－29

（4）
－8

実 績

16／1－3

（－7）
17

（1）
19

（－15）
15

10－12

16

17

16

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�1－3月期実績は、製造業で改善。非製造業
は横ばいとなり、いずれも前回見通しを大幅
に上回る結果となった。

�今後の見通しについては、4－6月期は製造
業、非製造業とも大幅な悪化を見込むものの、
7－9月期にゆるやかな改善を見込む。

見 通 し

16／7－9

0

2

－2

16／4－6

（－3）
－22

（1）
－32

（－7）
－12

実 績

16／1－3

（－7）
13

（1）
8

（－16）
18

10－12

10

3

18

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�最近のDI は、非製造業で大幅不足の
状況が続き、製造業においても「－15」
と不足感が拡大している。

�先行きDI は前回調査比で製造業は不
足感が拡大。非製造業では「－43」と
不足感がさらに強まり、人材確保が極
めて厳しい状況が続くものと見込まれ
る。

16年4月

－27

－15

－38

－35

－26

－43

16年1月

－25

－11

－40

－27

－11

－44

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は前回調査比でほぼ横ばい
で推移し、資金繰り繁忙感はみられな
い。

�16年4月の先行きDI は、製造業で16
年1月先行き並びに16年4月最近比に
おいて厳しい見方が少し増えているも
のの、DI は「－1」にとどまってお
り、特段資金繰り繁忙感はみられない。

16年4月

10

3

16

6

－1

13

16年1月

9

8

11

4

3

6

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI は、前回調査比製造業は横
ばいながら依然下落が続くとみている。
非製造業は前回調査比下落傾向が強ま
ってきている。

�先行きのDI も前回調査比概ね横ばい
で推移。製造業、非製造業ともに下落
傾向が続くと見ている。

16年4月

－11

－13

－9

－11

－14

－9

16年1月

－7

－13

－1

－12

－17

－7

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近並び先行きのDI は前回調査比で
概ね横ばいとなっており、仕入価格上
昇に一服感がうかがわれる。

16年4月

5

4

5

10

11

8

16年1月

5

1

10

9

9

9

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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特別調査「新卒採用動向、外国人留学生採用状況及び賃金改定に関する調査」

1．平成28年度（平成28年4月採用）の新卒者採用の有無及び平成29年度（平成29年度4月採用）計画について

⑴ 平成28年4月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体208（内製造業100、内非製造業108）

◇全体としては前年並みの新卒採用比率になっており、製造業については前年比6ポイント高い増加率となっている。

⑵ ⑴で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

◇学歴別採用状況は、大卒採用率が最も多く、次に高校卒となっている。
◇前年度との比較では、大学卒・大学院卒・短大卒を採用した企業が増加しており、特に大学卒において製造業が73．3％、非製造業が85．5％と
高い比率になっている。

⑶ すべての回答先に…平成29年4月の採用予定は平成28年度採用実績に比べどのようになりますか。

◇平成29年度の採用予定については、非製造業で増加すると回答した企業が減少すると回答した企業を大幅に上回っており、非製造業の
採用姿勢の積極さがうかがわれる。
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2．外国人留学生の採用について
⑴ 平成28年度中（28年4月～29年3月）に外国人留学生を採用した、または採用する予定がありますか？

3．平成28年度の賃金改定結果（見込み）について
⑴ 平成28年度は賃金改定を実施しましたか？

◇賃金改定を「実施した」または「実施予定」の合計で比較すると、昨年度は約66％であったが、今回の調査では全体で77％、製造業は
83％、非製造業は72％と大きく増加している。

＊従業員数別賃金改定の実施状況

◇従業員規模別の賃金改定の実施状況（実施済・実施予定）は全ての従業員規模で前年比で増加している。特に、従業員「51人～100人」
「101～300人」の規模で著しく増加している。

⑵ 年収ベースでの改定率の水準は？ ⑴の質問で、「実施した」及び「実施する予定」と回答した先に質問

◇年収ベースの改定率の水準は、「1～2％未満」の改定が全体の約半数を占め、増減幅は「0～1％未満」が＋10．2ポイントで最も大き
くなっている。製造業の改定率については、「0～1％未満」が16．7ポイント増加するものの、「1～2％未満」が10．2ポイント低下・「2
～3未満」が5．2ポイントの低下となり、改定率が下方にシフトしている。

◇外国人留学生を「採用した」または「採用予定」と回答した企業の割合は10％となり、業種別にみると製造業は16％、非製造業は6％
と昨年度とほぼ同様の結果となった。製造業の方が外国人留学生の採用意欲が高いことがうかがわれる。
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第
二
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
五
月
二
七
日
㈮

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス

に
お
い
て
、
二
四
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
本
会
副
会
長
・
デ
サ

ン
代
表
取
締
役
会
長
）
の
司
会
進
行
で

始
ま
り
、
細
沼
哲
夫
競
技
委
員
長
（
日

本
伸
管
代
表
取
締
役
会
長
）
の
開
会
挨

拶
、
ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
プ
レ

ー
は
ア
ウ
ト
・
イ
ン
同
時
に
ス
タ
ー
ト

し
、
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

上
條
会
長
杯（
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
）

は
、
ア
ウ
ト
四
九
、
イ
ン
五
二
、
グ
ロ

ス
一
〇
一
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
四
で
中
野

和
典
氏
（
大
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取

締
役
）
が
総
合
優
勝
し
、
上
條
会
長
杯

を
獲
得
し
た
。

準
優
勝
は
、
ア
ウ
ト
四
八
、
イ
ン
四

六
、
グ
ロ
ス
九
四
、
ネ
ッ
ト
七
三
・
六

で
須
田
隆
文
氏
（
藤
電
設
取
締
役
）
が

受
賞
し
た
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
は
細
野
博
隆
氏
（
川

口
鋳
物
工
業
協
同
組
合
専
務
理
事
）
が

ア
ウ
ト
四
五
、
イ
ン
四
三
、
グ
ロ
ス
八

八
、
ネ
ッ
ト
七
四
・
八
で
優
勝
し
、
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
は
石
川
卓
氏
（
東
京
ビ

ル
サ
ー
ビ
ス
社
長
）
が
ア
ウ
ト
四
八
、

イ
ン
四
九
、
グ
ロ
ス
九
七
、
ネ
ッ
ト
七

五
・
四
で
優
勝
し
た
。（
主
な
成
績
は

別
表
の
通
り
）

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、
会
長

杯
、
準
優
勝
杯
、
そ
の
他
の
優
勝
杯
・

準
優
勝
杯
が
、
細
沼
競
技
委
員
長
よ
り
、

授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
は
、
各
賞
を
獲
得

さ
れ
た
方
々
の
ス
ピ
ー
チ
等
で
盛
り
上

が
り
、
当
初
目
的
の
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
二
月
二
日
㈮
武

蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
笹
井
コ
ー
ス
で

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

二

回

上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

中
野
和
典
氏
（
大
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取

締
役
）
が
総
合
優
勝
〜
上
條
会
長
杯
を
獲
得

第2回上條会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成28年5月27日 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

○上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優勝 中野 和典 大川ホールディングス 取締役 49 52 101 27．673．4

準優勝 須田 隆文 藤 電 設 取締役 48 46 94 20．473．6

3位 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 45 43 88 13．274．8

4位 桑原 克己 サ イ エ ン ス 相談役 45 47 92 16．875．2

5位 石川 卓 東京ビルサービス 社長 48 49 97 21．675．4

○べスグロ

べスグロ 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 45 43 88 13．274．8

○シニアの部

優勝 細野 博隆 川口鋳物工業協同組合 専務理事 45 43 88 13．274．8

準優勝 桑原 克己 サ イ エ ン ス 相談役 45 47 92 16．875．2

○グランドシニア

優勝 石川 卓 東京ビルサービス 社長 48 49 97 21．675．4

総
合
優
勝
の
大
川
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

中
野
和
典
取
締
役
（
右
）

左
�
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
細
沼
哲
夫
競
技
委

員
長
（
日
本
伸
管
会
長
）

シ
ニ
ア
優
勝
、べ
ス
グ
ロ
の
細
野
博
隆
氏

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
の

石
川
卓
氏

初
参
加

埼
玉
県
立
大
学

江
利
川
毅
氏
初
参
加

関
電
工

及
川
佳
久
氏

初
参
加

廣
澤
健
一

当
会
常
務
理
事

ス
タ
ー
ト
前
の
集
合
写
真
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平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日
に
関
根

郁
夫
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
が
本

会
事
務
局
に
来
局
さ
れ
、
本
会
上
條
正

仁
会
長
に
対
し
高
校
生
等
の
就
職
支
援

に
関
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。（
要
請

文
は
以
下
の
通
り
）

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本

要
請
書
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
新
規
高
等

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
卒
業
予
定
者

の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
御

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

高
校
生
等
の
就
職
支
援
に
関
す
る
要
請

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
、
本
県
の
教
育
行
政
の
推
進
に
当
た

り
、
格
別
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
景
気
回
復
の
兆
し
も
見
え
、

高
校
生
等
の
雇
用
情
勢
も
高
い
水
準
で

安
定
し
は
じ
め
て
お
り
ま
す
。
平
成
二

十
八
年
三
月
末
の
県
内
公
立
高
校
生
の

就
職
内
定
率
も
九
六
・
三
％
と
、
過
去

十
年
間
で
最
高
の
内
定
率
を
記
録
し
た

昨
年
同
期
と
同
じ
内
定
率
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
就
職
内
定
率
は
、
貴
団
体
並
び

に
貴
団
体
所
属
の
事
業
所
の
ご
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
景
気
は
、
基
調
と
し
て
は

緩
や
か
な
回
復
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

熊
本
地
震
の
影
響
や
海
外
経
済
の
不
確

実
性
へ
の
懸
念
も
払
拭
さ
れ
て
は
お
ら

ず
、
高
校
生
の
就
職
状
況
は
決
し
て
楽

観
視
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
県
教
育
委
員
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、

就
職
支
援
に
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、

明
日
の
埼
玉
の
産
業

界
を
担
う
人
材
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

貴
団
体
所
属
の
事

業
所
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
大
変
な
経
営

努
力
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

新
規
高
等
学
校
及
び

特
別
支
援
学
校
卒
業

予
定
者
の
採
用
に
つ

き
ま
し
て
、
引
き
続
き
御
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
回
の

要
請
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
貴

団
体
所
属
の
事
業
所
へ
の
御
協
力
に
つ

き
ま
し
て
、
特
段
の
御
配
慮
を
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

埼
玉
県
教
育
員
会
教
育
長

関

根

郁

夫

埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

上
條

正
仁

様

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
に
労
働
し
た
場
合

の
割
増
賃
金
の
計
算
基
礎
と
な
る
賃
金
に
つ

い
て
は
、「
通
常
の
労
働
時
間
又
は
通
常
の

労
働
日
」
の
「
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
の

計
算
額
の
二
割
五
分
以
上
（
中
略
）
の
率
で

計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」（
労
基
法
三
七
条
一
項
、
四
項
）

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、「
通
常
の
労
働
時
間

の
賃
金
」
を
基
礎
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、「
割
増

賃
金
の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
は
、
家
族
手
当
、

通
勤
手
当
そ
の
他
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
賃
金
は

算
入
し
な
い
。」（
同
条
五

項
）
と
規
定
さ
れ
、
割
増

賃
金
の
算
定
基
礎
か
ら
除

外
さ
れ
る
賃
金
は
、
次
の

と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
「
通
常
の
労
働

時
間
」
に
直
接
対
応
す
る
賃
金
で
は
な
い
。

①
家
族
手
当
�
扶
養
の
状
況
、
②
通
勤
手
当

�
通
勤
の
状
況
、
③
別
居
手
当
�
別
居
と
い

う
生
活
状
況
、
④
子
女
教
育
手
当
�
子
の
教

育
の
状
況
、
⑤
住
宅
手
当
�
住
宅
事
情
の
状

況
、
⑥
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
�
臨
時
偶

発
的
な
事
由
に
基
づ
く
賃
金
、
⑦
一
ヵ
月
を

超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
で
、

通
常
労
働
以
外
の
事
由
に
着
目
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
七
種
類
の
賃
金
が
除
外
の
法

定
賃
金
で
、
こ
れ
は
限
定
列
挙
と
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
、
右
の
法
令
に
よ
る
除
外
賃
金
以

外
に
も
、
次
の
よ
う
な
賃
金
は
、「
通
常
の

労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
」
に
は
当
た

ら
な
い
の
で
、
除
外
賃
金
と
な
る
。

第
一
は
、
例
え
ば
、
危
険
作
業
等
特
殊
な

労
働
に
従
事
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
危
険

手
当
等
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
手
当
等
は
、
そ

の
労
働
者
の
通
常
の
労
働
時
間
や
労
働
日
に

対
す
る
賃
金
で
は
な
い
臨
時
的
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
通
常
の
場
合
の
割
増
賃
金

の
基
礎
に
算
入
し
な
く
て
も
差
し
支
え
な
い
。

た
だ
し
、「
割
増
賃
金
を
支
払
う
べ
き
時

間
に
い
わ
ゆ
る
特
殊
作
業
に
従
事
し
た
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
特
殊
作
業
に
つ
い
て
特
殊

作
業
手
当
が
加
給
さ
れ
る
定
め
に
な
っ
て
い

る
と
き
は
、
そ
の
特
殊
作
業
が
時
間
外
、
休

日
労
働
と
な
っ
た
場
合
に
の
み
割
増
賃
金
の

基
礎
に
含
ま
れ
る
」（
昭
二
三
・
一
一
・
二

二
基
発
第
一
六
八
一
号
）
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
坑
内
労
働
の
場
合
の
坑
内
手
当
は
坑
外

で
の
残
業
で
は
基
礎
に
算
入
さ
れ
な
い
（
昭

二
三
・
五
・
二
五
基
発
第
八
一
一
号
）
と
い

っ
た
取
扱
い
で
あ
る
。

第
二
は
、
通
常
で
な
い
時
間
帯
や
所
定
外

の
特
別
な
労
働
に
対
す
る
賃
金
の
基
礎
賃
金

か
ら
の
除
外
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の

労
働
時
間
で
は
な
い
時
間
帯
又
は
特
殊
な
時

間
や
勤
務
に
つ
い
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
例

え
ば
、
夜
間
シ
フ
ト
勤
務
手
当
、
呼
出
手
当
、

年
末
年
始
出
勤
手
当
、
事
業
場
外
の
み
な
し

労
働
手
当
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
手
当
は
、「
通
常
の
労
働
時
間
」
に
つ

い
て
の
賃
金
で
は
な
い
た
め
、
割
増
賃
金
の

算
定
基
礎
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

例
え
ば
、法
内
残
業
分
の
月
額
の
手
当（
昭

二
九
・
七
・
八
基
発
三
二
六
四
号
）
や
、「
正

規
の
勤
務
時
間
の
勤
務
の
一
部
又
は
全
部
が

深
夜
の
場
合
に
支
払
わ
れ
る
『
夜
間
看
護
手

当
』
等
は
、
通
常
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日

の
賃
金
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
割
増
賃

金
の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
算
入
し
な
く
と
も

さ
し
つ
か
え
な
い
。」（
昭
四
一
・
四
・
二
基

収
第
一
二
六
二
号
）
と
さ
れ
て
い
る
。

高
校
生
等
の
就
職
支
援
に
関
し

関
根
郁
夫
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長
が
本
会
上
條
会
長
に
要
請

割
増
賃
金
計
算
の
除
外
賃
金

弁
護
士

安
西

�

高校生等の就職支援に関し本会上條会長に要請書を手交する
関根郁夫埼玉県教育委員会教育長（右）
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サ
イ
タ
マ
ス
マ
イ
ル
ウ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
を
開
催
し
ま
す

【
企
業
経
営
者
・
管
理
職
・
人
事
担

当
者
様
へ
】「
女
性
活
躍
の
た
め
の

働
き
方
改
革
講
座
」
参
加
者
募
集

シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
を

広
げ
ま
す
！

【
採
用
担
当
者
様
】
ミ
ド
ル
、

シ
ニ
ア
向
け
「
企
業
・
仕
事

説
明
会
」
参
加
企
業
募
集

県
内
大
学
の
学
生
に
よ
る「
社
会
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」協
力
企
業
募
集

男
性
の
育
児
休
業
に
30
万
円
の
奨
励
金
！

仕
事
と
育
児
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
事
業

経
営
革
新
計
画
承
認
制
度

の
御
案
内

女
性
の
笑
顔
で
埼
玉
を
元
気
に
す
る
イ
ベ

ン
ト
、「
サ
イ
タ
マ
ス
マ
イ
ル
ウ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6
」
を
平
成
28
年
9
月
10

日
㈯
、
11
日
㈰
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

仕
事
の
情
報
や
悩
み
を
シ
ェ
ア
で
き
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
女
性
の
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
、
新
し
い
自
分
に
出
会

え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
人
気
グ
ッ
ズ
や
グ
ル
メ
に
出
会

え
る
企
業
ブ
ー
ス
、
家
族
で
楽
し
め
る
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
登

場
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
、
多
く

の
皆
様
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ス
タ
公
式
Ｈ
Ｐ

http://sm
ile-w

om
en-festa.com

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
0
8
）

①
部
下
の
子
育
て
な
ど
を
応
援
し
な
が
ら
、

組
織
の
成
果
を
出
す
上
司
「
イ
ク
ボ
ス
」
の

秘
訣
、
②
多
様
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方
、
③
育
休
前
・
中
・
後
の
各
段
階
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
績
あ
る
講

師
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
女
性
が

活
躍
で
き
る
働
き
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

�
日
時

①
平
成
28
年
9
月
7
日
、
②
11
月

9
日
、
③
平
成
29
年
1
月
24
日
（
各
日
13

時
30
分
〜
16
時
30
分
）

�
場
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

�
費
用

無
料

※
詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.saitam

a-np.co.jp/kiji
kokoku/w

om
enom

ics/#kouza

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
新
聞
社

※
県
の
事
業
受
託
者

（
0
4
8
―
7
9
5
―
9
9
3
2
）

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
0
）

県
で
は
、
企
業
等
の
人
材
不
足
解
消
と
、

元
気
で
働
く
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
（
概
ね
60

歳
以
上
）
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
、
次

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

�
企
業
等
へ
の
働
き
か
け

企
業
訪
問
等
を
通
じ
、
シ
ニ
ア
向
け
の
仕

事
の
創
出
や
シ
ニ
ア
が
働
き
や
す
い
職
域
の

拡
大
、
定
年
の
年
齢
延
長
等
の
勤
務
条
件
の

改
善
な
ど
、
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る

た
め
の
取
組
を
県
内
企
業
等
に
働
き
か
け
ま

す
。

�
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
宣
言
企
業
の
認
定

シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
取
組
を
実

施
す
る
企
業
等
を
「
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
宣
言

企
業
」
に
認
定
し
ま
す
。

�
シ
ニ
ア
向
け
の
仕
事
の
モ
デ
ル
作
り

企
業
等
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
派
遣
し
、

シ
ニ
ア
向
け
の
仕
事
作
り
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
ま
た
、
結
果
を
モ
デ
ル
化
し
、
他
の

企
業
等
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
広
く
情
報
発

信
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
3
9
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ
ラ

イ
ト
で
は
、
就
活
中
の
四
十
歳
以
上
の
方
と

求
人
企
業
の
皆
様
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

企
業
・
仕
事
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

複
数
の
企
業
が
会
す
る
合
同
説
明
会
と
違
い
、

一
社
単
独
で
求
職
者
に
魅
力
を
伝
え
て
い
た

だ
け
る
説
明
会
で
す
。

ま
ず
、
参
加
求
職
者
全
員
に
概
要
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
た
後
、
希
望
者
と
一
対
一
で

よ
り
詳
し
い
説
明
や
質
疑
応
答
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「
真
剣
に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
」「
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
減
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
り
や
す
い
」
な
ど
企
業
様
に
御
好
評

で
す
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

http
://hw

us.jp/com
pany

�
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ
ラ

イ
ト（

0
4
8
―
8
2
6
―
5
6
1
1
）

県
で
は
、
本
年
度
か
ら
県
内
大
学
に
通
う

大
学
1
、
2
年
生
を
対
象
に
、「
大
学
生
の

た
め
の
県
内
企
業
魅
力
発
見
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
授
業
を
通
し
て
、
学
生
に
魅

力
あ
る
県
内
企
業
と
様
々
な
働
き
方
が
あ
る

こ
と
を
具
体
的
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
学
生
に
職
業
観
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

事
業
の
一
環
で
、
学
生
が
企
業
に
訪
問
し
、

仕
事
に
関
す
る
質
問
を
行
う
「
社
会
人
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
企
業
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
は
、
御
協
力
い

た
だ
い
た
企
業
の
情
報
と
と
も
に
、
県
で
冊

子
に
ま
と
め
、
県
内
大
学
の
学
生
に
配
布
し

ま
す
。
冊
子
を
通
し
て
、
就
職
活
動
前
の
学

生
に
貴
社
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

�
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
時
期

平
成
28
年
10
月
中
旬
〜
11
月
中
旬

�
実
施
大
学

東
洋
大
学
、
駿
河
台
大
学
、
女
子
栄
養
大

学
、
共
栄
大
学

�
申
込
方
法
・
申
込
先

県
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/a0809/kigyou-m

iryoku.htm
l

）

掲
載
の
申
込
書
に
よ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
子

メ
ー
ル
で
県
就
業
支
援
課
ま
で
。

�
申
込
期
限

平
成
28
年
8
月
31
日
㈬

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
3
8
）

「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
男
性
の
働
き

方
の
見
直
し
を
支
援
す
る
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

育
児
休
業
を
取
得
し
た
（
又
は
取
得
す
る

予
定
の
あ
る
）
男
性
従
業
員
が
い
る
企
業
を

対
象
に
、
県
か
ら
奨
励
金
（
30
万
円
）
の
支

給
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
行
い
ま
す
。
育

児
休
業
取
得
を
契
機
に
社
内
で
の
働
き
方
の

見
直
し
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
参
加
企
業
を
募
集
中
で
す
。
是
非
、

御
応
募
く
だ
さ
い
！

�
参
加
企
業
へ
の
特
典

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

・
奨
励
金
（
30
万
円
）
の
支
給

・
県
Ｈ
Ｐ
等
で
貴
社
の
取
組
を
発
信

※
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
募
集
を
終
了
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
企
業
は
審
査
で
決
定
し
ま
す
。

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
確
認
い
た
だ
く
か
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a08
10/w

om
enom

ics/ryouritsu.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
5
）

県
で
は
、
挑
戦
す
る
企
業
を
応
援
す
る
た

め
、
経
営
革
新
計
画
承
認
制
度
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
が
経
営
の
向

上
を
目
指
し
て
行
う
新
た
な
取
り
組
み
を
県

が
承
認
す
る
制
度
で
す
。
計
画
作
成
や
実
行

時
に
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
会
社
の
夢
や
想
い
を

形
に
し
、
経
営
の
革
新
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a080
3/a38.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
1
0
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン昨年度の様子
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「
2
0
1
5
年
度
日
本
の
国
際

競
争
力
調
査
」
結
果
公
表

―
3
年
後
の
競
争
力
「
現
状
よ

り
高
く
な
っ
て
い
る
」
が
6

割
超

経
団
連
は
6
月
21
日
、「
2
0
1
5

年
度
日
本
の
国
際
競
争
力
調
査
」
結
果

を
公
表
し
た
。
同
調
査
は
、
日
本
企
業

の
競
争
力
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
充
実
度

を
競
合
す
る
企
業
・
国
家
と
の
比
較
に

よ
り
把
握
し
、
適
切
な
政
策
立
案
・
実

行
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
3

月
か
ら
4
月
に
か
け
て
会
員
企
業
を
対

象
に
実
施
し
、
2
7
8
社
の
回
答
を
得

て
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
調
査
結
果
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る
自
社
の

競
争
力
の
現
状
評
価
は
、「
高
い
競
争

力
を
有
し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
約
4

割
に
達
し
、
3
年
後
の
競
争
力
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、「
現
状
よ
り
高
く
な

っ
て
い
る
」
と
の
回
答
が
6
割
以
上
に

上
っ
た
。

ま
た
、
自
社
の
強
み
は
「
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
性
能
・
品
質
」
が
約
8
割
に

達
し
、「
研
究
開
発
・
技
術
」「
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
企
画
・
設
計
」
と
続
い
た
。

一
方
、
自
社
の
弱
み
と
し
て
多
く
指
摘

さ
れ
た
の
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
販

売
」「
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
生

産
コ
ス
ト
」
と
な
り
、
こ
の
傾
向
は
昨

年
度
と
同
様
の
結
果
と
な
っ
た
。

今
後
は
、「
新
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
」「
人

材
の
育
成
・
獲
得
」「
海

外
展
開
」「
Ｍ
＆
Ａ
」「
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
」

を
通
じ
た
競
争
力
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
注
力

す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

■
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
外
国
と
の
比
較
に
つ
い

て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
比

較
で
は
多
く
の
項
目
で
劣

る
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、

ド
イ
ツ
と
の
比
較
で
は
同

水
準
と
す
る
回
答
が
多
く
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
比

較
で
は
優
位
に
あ
る
と
の

回
答
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
改
革
で
は
、「
税

負
担
」「
規
制
」「
労
働
の

柔
軟
性
」
が
上
位
と
な
り
、

加
え
て
「
高
度
人
材
」「
外

国
人
の
受
け
入
れ
体
制
」

が
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
項
目
は
い
ず
れ
も
、
3
年
後

に
は
「
改
善
す
る
」
と
見
通
す
回
答
が

多
く
、「
悪
化
す
る
」
と
の
見
通
し
は

極
め
て
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

■
次
世
代
技
術
の
活
用

次
世
代
技
術
の
利
活
用
が
競
争
力
に

影
響
を
与
え
る
と
考
え
て
い
る
企
業
は
、

製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
に
約
9
割
に

上
っ
て
い
る
。
一
方
、
す
で
に
ビ
ジ
ネ

ス
に
活
用
し
て
い
る
企
業
は
約
4
割
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

経
団
連
で
は
今
回
の
調
査
結
果
も
踏

ま
え
、
企
業
の
競
争
力
強
化
に
資
す
る

課
題
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
わ
が
国
お
よ
び
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
状
況
や
競
争
力
の
把

握
に
努
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
出
所
�
経
団
連
タ
イ
ム
ス

2
0
1

6
年
6
月
23
日
号
、
№
3
2
7
5
）

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど

2016年春季労使交渉・中小企業業種別回答状況［了承・妥結含］（加重平均）
2016年6月10日

［第1回集計］ （一社）日本経済団体連合会

業 種
2016年 2015年

社 数 回答額
（了承・妥結含） アップ率 社 数 回答額

（了承・妥結含） アップ率

製

造

業

鉄鋼・非鉄金属 7社 5，299円 1．98％ 7社 6，129円 2．12％
機 械 金 属 53 5，138 1．98 59 4，747 1．89
電 気 機 器 11 4，497 1．84 12 5，837 2．19
輸 送 用 機 器 3 4，605 1．92 4 4，417 1．88
化 学 13 4，859 1．75 14 5，402 2．14
紙 ・ パ ル プ 8 3，370 1．47 9 2，916 1．26
窯 業 7 4，300 1．53 7 4，372 1．69
繊 維 17 3，578 1．62 17 4，353 1．90
印 刷 ・ 出 版 9 6，238 2．09 10 6，113 2．13
食 品 10 4，951 1．95 9 4，962 1．90
その他製造業 8 4，649 1．57 15 5，438 1．88

製 造 業 平 均 146
4，891 1．87

163
5，014 1．95

（4，349） （1．72） （4，674） （1．85）

非
製
造
業

商 業 23 4，055 1．64 20 4，622 1．87
金 融 1 ― ― 1 ― ―
運 輸 ・ 通 信 27 2，955 1．30 32 2，761 1．24
土 木 ・ 建 設 7 5，612 2．33 5 6，042 2．38
ガ ス ・ 電 気 5 4，303 1．48 6 5，083 1．75
その他非製造業 9 4，531 1．72 13 4，008 1．71

非製造業平均 72
3，794 1．56

77
3，801 1．60

（3，643） （1．50） （3，767） （1．60）

総 平 均 218
4，488 1．76

240
4，601 1．83

（4，116） （1．65） （4，383） （1．77）
（注）1）調査対象は、原則として従業員数500人未満、17業種741社

2）17業種221社（29．8％）で回答が出ているが、このうち3社は平均金額不明等のため、集計より除外
3）上記回答・妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
4）製造業平均、非製造業平均、総平均欄の（ ）内の数値は、単純平均
5）2015年の数値は、2015年6月3日付第1回集計結果
6）集計社数が1社の場合など数字を伏せた業種があるが、平均には含まれる
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五
月
一
六
日
〜
七
月
一
五
日

◆
五
・
一
六

労
働
法
実
務
講
座
第
一

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
七

第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
推
進
委
員
会（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
三

労
働
法
実
務
講
座
第
二

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
青
年
経

営
者
部
会
平
成
二
八
年
度
定
時
総
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
五
・
二
四

第
二
回
産
業
技
術
研
究

所
視
察
会
（
国
立
研
究
開
発
法
人
産

業
技
術
総
合
研
究
所
）

◆
五
・
二
七

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
五
・
三
〇

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
三
一

労
働
法
実
務
講
座
第
三

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
三

労
働
法
実
務
講
座
第
四
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
六

若
手
社
員
育
成
研
修
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
九

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
一
三

第
一
回
企
業
戦
略
研
究

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
一

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
二

第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
七

第
一
回
少
子
高
齢
化
対

策
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
八

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
九

第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二

平
成
二
八
年
度
社
会
経
済

視
察
（
キ
ュ
ー
バ
・
カ
ナ
ダ
、
〜
一

〇
日
）

▼
今
年
の
花
見
は
、
い
つ
ど
こ
で
す
る
な
ど

と
、
つ
い
最
近
話
し
を
し
て
い
た
気
で
い
た

が
、
季
節
は
初
夏
を
迎
え
、
最
近
の
話
題
は
、

い
つ
梅
雨
に
入
る
か
が
、
巷
の
話
題

に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
近
年
、
本
当
に
爽
や
か
で
気

持
ち
の
良
い
季
節
が
、
だ
ん
だ
ん
短

く
な
り
、『
暑
い
で
す
ね
』
と
か
「
寒

い
で
す
ね
』
と
言
っ
た
会
話
を
す
る

事
か
多
く
な
っ
て
、
地
球
温
暖
化
の

せ
い
な
の
か
と
、
い
つ
も
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。

▼
さ
て
、
今
年
も
就
職
活
動
が
6
月

1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昨
年
よ

り
は
2
か
月
早
く
就
活
が
始
っ
た
訳

だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
学
生
た
ち

も
、
大
学
の
就
職
相
談
の
学
生
課
も
、

例
年
の
ご
と
く
バ
タ
バ
タ
し
て
テ
ン

ヤ
ワ
ン
ヤ
の
状
況
と
聞
か
さ
れ
た
。

▼
そ
も
そ
も
、
就
活
解
禁
日
が
守
ら

れ
て
い
な
い
企
業
も
相
変
わ
ら
ず
多

く
、
経
団
連
な
ど
に
加
盟
し
て
い
る
企
業
を

除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
す
で
に
採
用
に
む
け

て
動
い
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

何
故
か
と
い
う
と
、
少
し
で
も
条
件
の
良

い
優
秀
な
学
生
を
確
保
し
た
い
と
人
事
担
当

者
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
大
手
の
系
列
銀
行
は
、
6
月
1
日
に
、

内
定
通
知
を
出
し
ま
し
た
と
言
っ
て
い
た
。

何
時
の
時
代
も
人
材
を
確
保
す
る
の
は
大
変

な
事
だ
と
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
思
い
知
ら

さ
れ
る
。

▼
で
は
、
実
際
の
当
事
者
学
生
た
ち
は
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

上
場
一
部
の
大
企
業
を
狙
う
優
秀
な
学
生

は
除
き
、
失
礼
な
が
ら
ご
く
一
般
的
な
学
生

か
ら
事
情
を
聴
い
て
み
る
と
、
本
当
に
「
大

学
生
で
す
か
」
と
聞
い
て
み
た
く
な
る
話
が
、

耳
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

会
社
説
明
会
に
は
、
足
し
げ
く
通
い
履
歴

書
は
数
十
社
提
出
し
、
リ
ク

ル
ー
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身

を
包
み
『
就
職
し
た
い
』
と
、

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
と

言
う
の
だ
が
、
肝
心
要
の
と

こ
ろ
が
ス
ト
ー
ン
と
抜
け
落

ち
て
い
る
。

自
分
は
何
の
た
め
に
仕
事

を
し
、
ど
の
職
業
に
向
い
て

い
る
の
か
、
一
番
譲
れ
な
い

条
件
は
、
何
を
し
た
い
の
か

等
ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い
。

と
言
う
よ
り
は
、
考
え
ら
れ

な
い
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
。

あ
げ
く
の
果
て
に
、
面
接
官

に
『
私
は
何
に
向
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
？
』
と
訊
い

て
く
る
学
生
ま
で
出
現
し
て

い
る
状
況
だ
と
か
…
。

▼
企
業
は
、
こ
れ
ら
の
学
生
を
受
け
入
れ
、

育
て
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
当
に

大
変
な
時
代
に
な
っ
た
物
だ
と
つ
く
ず
く
考

え
る
の
は
、
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
…
。

▼
と
に
も
か
く
に
も
、
こ
の
時
期
を
後
悔
す

る
こ
と
な
く
納
得
の
ゆ
く
就
活
が
出
来
る
よ

う
に
、
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第211回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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新
入
会
の
ご
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内
〉

㈲
エ
ム
ザ

代
表
取
締
役

平
田

正
博

東
松
山
市
下
野
本
九
六
六
―
七

電
話
〇
四
九
三
―
二
一
―
〇
二
二
〇

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
二
三
名

物
流
業
・
カ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
そ
の
他

㈱
片
岡
運
送

代
表
取
締
役

片
岡

喜
一

久
喜
市
樋
ノ
口
六
〇
三
―
一

電
話
〇
四
八
〇
―
二
三
―
五
五
三
二

（
資
）
一
千
一
百
万
円

（
従
）
四
二
名

一
般
貨
物
運
送
業

㈱
協
和
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

浅
野

貴
之

戸
田
市
美
女
木
五
―
二
一
―
六

電
話
〇
四
八
―
四
四
九
―
一
八
三
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
七
名

印
刷
物
表
面
化
工
業

㈱
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

代
表
取
締
役

金
野

克
則

越
谷
市
花
田
四
―
一
六
―
一
九

電
話
〇
四
八
―
九
六
四
―
六
五
五
八

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
五
名

建
築
土
木
工
事
業
（
型
枠
工
事
）

㈱
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役

吉
田

き
く
江

久
喜
市
間
鎌
三
一
四
―
一

電
話
〇
四
八
〇
―
五
二
―
七
八
三
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
五
名

冷
媒
フ
ロ
ン
ガ
ス
再
生
及
び
破
壊
事
業

埼
玉
保
育
教
育
学
院

学
院
長

杉
田

栄
子

久
喜
市
本
町
六
―
十
一
―
二
〇

電
話
〇
四
八
〇
―
二
四
―
一
二
五
六

（
資
）
一
千
二
百
万
円

（
従
）
一
九
名

保
育
園
、
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
通
信
教

育
部
保
育
士
幼
稚
園
教
諭
資
格
取
得
学
習
指

導
校

㈱
し
ん
け
ん

代
表
取
締
役

丹
野

健

白
岡
市
西
六
―
十
四
―
三

電
話
〇
四
八
〇
―
九
一
―
七
七
二
二

（
資
）
一
千
二
百
万
円

（
従
）
一
二
〇
名

一
般
貨
物
輸
送
事
業
、
物
流
業
務
請
負

青
翔
運
輸
㈱

代
表
取
締
役

古
谷

隆
之

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
鷲
巣
一
一
〇
―
二

電
話
〇
四
八
〇
―
三
八
―
一
一
二
八

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
九
〇
名

運
輸
・
倉
庫
業

㈱
高
砂
建
設

代
表
取
締
役

風
間

健

蕨
市
中
央
一
―
一
〇
―
二

電
話
〇
四
八
―
四
四
五
―
五
〇
〇
〇

（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
五
四
名

建
設
工
事
業

㈱
ニ
チ
ネ
ン

代
表
取
締
役

小
林

裕
一
郎

上
尾
市
領
家
五
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
八
一
―
九
二
六
一

（
資
）
四
億
九
千
九
百
万
円

（
従
）
一
五
四
名

固
形
燃
料
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
、
洗
剤
、
着
火
剤
、
保
冷
剤
、
清
涼

飲
料
水
等

日
神
電
子
㈱

代
表
取
締
役

杉
岡

久
紀

文
京
区
本
郷
三
―
四
―
一
七

電
話
〇
三
―
三
八
一
六
―
四
五
六
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
一
名

電
子
機
器
の
販
売
・
工
事
・
保
守

無
線
通

信
装
置
、
画
像
機
器
等

㈱
日
中
医
療
福
祉
支
援
機
構

代
表
取
締
役

髙
橋

利
憲

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小
町
四
六
八
―
二
〇

六電
話
〇
四
八
―
六
五
八
―
五
五
一
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
四
名

サ
ー
ビ
ス
業
、
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

日
本
ベ
ン
ダ
ー
ネ
ッ
ト
㈱

代
表
取
締
役

田
上

智

千
代
田
区
飯
田
橋
四
―
八
―
三

電
話
〇
三
―
三
二
六
五
―
〇
九
七
八

（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

シ
ス
テ
ム
機
器
の
製
造
・
販
売

富
士
倉
庫
運
輸
㈱

取
締
役
社
長

戸
所

邦
弘

江
東
区
枝
川
一
―
一
〇
―
二
二

電
話
〇
三
―
五
六
一
七
―
九
二
一
一

（
資
）
八
億
一
千
六
百
万
円

（
従
）
九
五
名

倉
庫
業

㈱
奉
建
社

代
表
取
締
役

佐
藤

初
惠

越
谷
市
東
越
谷
六
―
一
四
―
二

電
話
〇
四
八
―
九
六
五
―
二
五
五
五

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
六
三
名

空
調
衛
生
空
気
消
防
設
備
工
事
業
、
建
築
と

び
土
工
事
業
、
一
般
労
働
者
派
遣
業

㈱
マ
イ
ナ
ビ

埼
玉
支
社

支
社
長

高
田

浩
明

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
七
―
五
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
2
9
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
五
五
一
四

（
資
）
二
十
一
億
二
百
十
万
円

（
従
）
五
〇
〇
〇
名

人
材
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
マ
イ
ナ
ビ
、
マ
イ
ナ

ビ
転
職
、
マ
イ
ナ
ビ
バ
イ
ト
等
各
種
求
人
サ

イ
ト
他

〈
代
表
者
変
更
〉

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人

北
関
東
事
務
所

北
関
東
事
務
所
長
パ
ー
ト
ナ
ー
／
公
認
会
計

士福
田

厚
（
旧

西
村

克
広
）

㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長

宮
澤

裕
一
（
旧

髙
橋

行
憲
）

㈱
岡
部
新
電
元

代
表
取
締
役
社
長

町
田

正
（
旧

笠
原

義
明
）

カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
㈱

代
表
取
締
役
社
長

坂
本

哲
朗
（
旧

坂
本

克
己
）

キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱

代
表
取
締
役
社
長

吉
武

純
一
（
旧

両
角

和
明
）

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
（
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
㈱
）

森

正
志
（
旧

鈴
木

茂
）

㈱
さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ

代
表
取
締
役
社
長

加
藤

容
一
（
旧

中
尾

豊
治
）

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東

法
人
営
業
埼
玉
支
店

執
行
役
員
支
店
長

長
谷
川

剛
（
旧

市
川

友
英
）

太
平
化
学
製
品
㈱

代
表
取
締
役
社
長

村
中

正
和
（
旧

門
田

豊
）

㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ

埼
玉
支
店

埼
玉
支
店
長

三
毛

孝
彦
（
旧

山
本

睦
男
）

ニ
チ
バ
ン
プ
リ
ン
ト
㈱

代
表
取
締
役
社
長

山
口

政
嗣
（
旧

高
橋

健
征
）

日
本
信
号
㈱
久
喜
事
業
所

久
喜
事
業
所
長

新
井

衛
（
旧

坂
井

正
善
）

東
日
本
電
信
電
話
㈱

取
締
役
埼
玉
事
業
部
長

榊
原

明
（
旧

笠
井

澄
人
）

㈱
明
治

坂
戸
工
場

工
場
長

島
川

豊
弘
（
旧

鐘
ヶ
江

穣
）

リ
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
㈱
埼
玉
事
業
所

埼
玉
事
業
所
長

小
林

定
吉
（
旧

大
橋

正
典
）

リ
ズ
ム
時
計
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

樋
口

孝
二
（
旧

笠
間

達
雄
）

〈
社
名
変
更
〉

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
埼
玉
支
社

（
旧

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
関
東
事
業
本
部

埼
玉
支
社
）

〈
住
所
変
更
〉

キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱

三
郷
市
中
央
一
―
一
四
―
一

（
旧

三
郷
市
谷
口
七
一
七
）

〈
正
誤
表
〉

浦
和
商
業
開
発
㈱

資
本
金

（
正
）
一
億
円

（
誤
）
百
万
円

㈱
タ
ム
ロ
ン

代
表
取
締
役
社
長

（
正
）
鯵
坂

司
郎

（
誤
）
鰺
坂

司
郎

関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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